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［第1 3時限J 1995年7月4日

身体の中の歴史(8)
ー一比較形態学入門 一一

奥 野 良 之 助

8 脳 の 歴 史

身体の中の歴史も、いよいよ最後の脳の話にはいる。

脳の中でもものを考える大脳は、人間で特によく発達していて、 130傭もの神経細胞が
お互いに複雑に絡み合った、おそらく、地球上に存在するものの中で最も複雑な構造物で
あると言ってもいいだろう。さすがの近代科学もてこずつていて、その構造と機能はいま
だによく分かっていない。耳とか目も複雑だが、簡単に絵に描けるしその機能もだいたい

分かっている。しかし脳は、その細かなところまで絵に描こうとしたら大変で、機能など
ほとんどまだわかっていない。

まあ、人間がものを考えているのが脳で、その脳で脳を調べるというのはちょっとした
矛盾で、本来無理な話だね。

《脳の構造》
図95（次ペ ー ジ）に、人間の頭の縦切りが描いてある。もうちょっとうまく印刷できる

かと思ったけど、駄目だったね。まあここでは、脳がどのように頭に納まっているかを見
てもらったらいいだけだから、細かなことはいらない。それにしても、その郎分郎分にた
くさん名前がついているものだね。覚えたい人は覚えるのを止めはしないが、まあ無駄だ
と思うよ。

そこで、脳の郭分だけを取り出したのが、図96（次ペ ー ジ）・。これくらいなら、覚えて
もいいという気になる。上の図と方向は同じで、左側が前に当たる。

上をおおっているのがしわだらけのが大脳で、一番大きい（11)。その右下の次いで大
きいのが小脳(3)。この図は、上の園と同様、真中で切ってあるので、外から見ると、
この大脳と小脳しか見えない。

この、大脳におおわれた中にあるのが脳幹（のうかん）と言って、4の中脳、6の視床、
7の視床下郭などがこれにあたる。

この脳幹には、身体をうまく動かすための中枢がいっぱいある。例えば、呼吸をさせる
呼吸中枢とか、心臓を動かす中枢とか、食欲や性欲の中枢も、このあたりにある，，7は視
床下部とあるが、このあたりが目の時に話した間腿で、そこから視神経と脳下垂体が出て
いる。

脳幹から下のほうへ延髄（髄脳）がのびている。ここにもいくつか中枢があるが、脳と
脊髄をつなぐ那分でもある。ちょうど首筋の後ろの部分にあって、ここを針で刺すと心臓
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第118図脳の区分（正中断・内側面）
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が止まって、あっという間に死んでしまう。

大脳は、外か らの刺激を最終的に知覚し、記憶と照らし合わせ、筋肉を動かす合令を発
する郎分であって、われわれの意識的な活動はすべてここがやることになっている。

小脳は主として身体のバランスをとったりするところで、これはほとんど無意識にやっ

て、意識に上ることはない。
＇ 脳幹と延髄は、身体をうまく働かせる中枢が集まっている郎分で、これも意識の外にあ

る。呼吸や心臓を、意識で動かさなければならないとしたら、ノイロ ー ゼになりそうだも
のね。眠ると死んでしまうし。

大脳が破攘され意識を失っても、脳幹が生きていれば生合は維持できる。いわゆる櫨物
人間だね。ぽくは胃潰瘍の手術をしたとき全身麻酔されたが、お腹を切られているのにま
った＜意識はなかった。ところが、あとで看護婦に聞いた話だが、手術がすんで医者が「
さあ、すみましたよ。大丈夫ですか」と聞いたとき、ぼくははっきりうなづいたと言うん
だね． 「あの時、意識、あったんですか」と看護婦に聞かれたが、そんなことまった＜覚
えていない。 「ぽくは、意識がなくても、本性礼儀正しいんだ」と威張っておいたが．

本人に意識がなくても、聞かれたら答えるというのだから、こうして脳の括をしている
が、まだまだ分からないことが多いということだね。

最近、臓器移植と関連してよく話題に出る脳死というのは、大脳はもちろんこの脳幹も
機能停止した状態をいう。脳幹にある各種の中枢の代わりをする生命維持装置をつけない
と生きられない状態だね．しかし、ごくまれだが、脳死状態になってもぐ脳幹がまた機能
を回復することもないではないので、いろいろと問題になっている。心臓を取られた後で、

機能が回復したら困るものね。
このように、脳はその郎分郎分でそれぞれの役割を分業している．くということになって

いる。
では、順番に説明していこう。ただし、もともとよく分かっていない上、分かっている

ことをすべて私が知っているわけでもないから、時々ごまかすことにする。気をつけて聞
いていてください。

《大脳の構造と機能》
まず、一番やっかいな大脳から始めよう。
大脳は灰白色のやわらかい塊だが、神経細胞はその表面に並んでいて、その囲分を皮質

（ひしつ）という。大脳皮質だね。そこで神経細胞を増やそうと思ったら、全体を大きく
しても大して増えない。表面積を増やそうと思ったら、皮質を内郎に折れ込ませればよい。

それが表面から見るとしわに見える。おかげで人間の大脳皮質は、全郎広げると新聞紙の
見開きくらいの大きさになった。ここに130健の神経細胞がぎつしり並んでいることにな
る．

この皮質は、形態から見て三つに区分されている。古皮質、旧皮質、新皮質という。人
間の大脳の外から見える郎分にあるのは新皮質だけで、古皮質と旧皮質は、脳幹と同じよ
うに内祁に押し込められて外からは見えない。図97（次ペ ー ジ）にウサギ・ネコ ・ サル・
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000

第129図 辺紐系（これらの図は大脳半球の内仰面で
あるが． その黒くぬった部分）
lウサギ 2ネコ 3サル 4ヒト

図97

ヒトの古皮質と旧皮質の郎分が描かれている。 人間ではこの田分を大脳辺縁系と呼ぶ。 大
脳皮質に占めるその割合は動物によって違っている。 人間では辺縁系はわずかだが、 サル
では相当な割合となり、 ウサギにいたっては大脳のおおかたが辺縁系みたいになっている。
まあ、 この図はそうとういい加減だから、 まるで新皮質がないように見えるが、 ウサギに
ももちろん新皮質は存在する。

この辺縁系、 つまり古皮質と旧皮質の郭分は、 大脳皮質でありながらほとんど意識的な
作用はしない郎分であるらしい。 といって脳幹のように、 まった＜意識と関係なく自律的
に身体の活動を支配している郎分でもない。 本には「エモ ー ションを司る郭分」と書いで
ある。 エモ ー ションとは「情動」と訳されているが、なにか漠然とした意識とか感情のよ
うなものらしい。 どうもはっきりしないが、 意識に上ってこない祁分なので漠然としてい
るのはやむを得ない。

そこで、 大脳皮質のなかで明確な意識を司っているのは、 新皮質だけということになる。
次に新皮質の機能を見てみよう。

この新皮質には、 3つの領域が区別されている。 図98の左の図に示されているのがそれ

図98
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で、感覚野（かんかくや）、運動野（うんどうや）、連合野（れんこうや）という。

感覚野は、外界から受け取る刺激を最終的に意識として感じる郎分で、視覚、聴覚、触
覚、嗅覚、味覚のいわゆる五感を感じる郎分がそれぞれ別々に存在する。

大脳のほぼ中央郎に深いしわがあり、そのしわの後ろに沿って縦に走っているのが体性

感覚野と呼ばれている郎分で、身体のいろいろな部分の触覚がここで意識化される（図98

左）。上から脇・幹・肢などと書いてあるが、身体の上のほうから足まで、それぞれの祁

分の触覚を感じる中枢が順番に並んでいることを示している。いちばん下に味と書いてあ
るが、味覚はここで感じることになっている。

五感の残り三つ、視覚、聴覚、嗅覚の中枢はここにはなく、別のところにある。
視覚は後頭郎、図の右下の郎分で、視性感覚野といい、ここで視覚を最終的に感じる。

だから後頭祁を殴られると、目から火花が散る。
聴性感覚野は側頭郭、体性感覚野のすぐ下にあって、ここで音を把握する。人間の場合

はこの近くに言酌中枢がある。
凛覚は、実は新皮質に中枢を持っていない。図98の右の図は脳を真中で縦割りにしたも

のだが、その下の郎分に嗅覚の中枢がある。ここは、図97と照らし合わせると大脳辺縁系

の郎分で、古皮質・旧皮質からなっている。嗅覚は極めて原始的な感覚だから、古・旧皮
質で処理してしまうらしい。

新皮質の第2の郎分は運動野と呼ばれる。これは、筋肉に命令して身体を動かす中枢で
ある。図では横線で示してあり、体性感覚野と並行してその前に並んでいる。ここでも、
体性感覚野と同じように、身体の各郎分を動かす中枢が順序良く並んでいて、それを模式
的に描いたのが図99となる。有名な図だから、君たちも見たことがあるだろう。

第辺図迎動 1中枢の投形

図99

ここでは体性感覚野とは反対に、上から足に始まり限体を経て手にいたる．真中から下
は顔の各部分となる。手と口を動かす中枢郎分が大変大きいね．足の指はまとめて 一 つだ
が、手の指は5本それぞれの中枢が独立している。だから手の指は1本づづ独立に動かせ

るが、足の指を1本づつ折って数を勘定することは出来ない。まあ足の指でも親指だけは
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けっこう動かせるけどね．
顔の郭分では口が異常に大きく、 さらにその下に舌の郎分が独立して大きく占めている。

これはいうまでもなく言葉をしゃべることと関連している。 口八丁手八丁という言葉があ
るが、 まさに人間は、 口八丁手八丁の動物ということになる。

この図を見ているとおもしろいし、 脳の治療にも大いに役立っているが、 この図がどの
ようにしてできたのか、 知っているか？

こういうことは、 脳をいくら精密に解剖しても分からない． 神経細胞はどれを見ても大
して変わらない．視覚を感じる視覚野の細胞と音を慮じる聰覚野の細胞は、細胞を見ただ
けでは区別はつかなし,. つまり、機能を知るには観察だけでは駄目で、 実験しなければな
らない． 例えば、 体性運動野の親指の中枢を刺激すると親指が動く。 記憾中枢を刺激すれ
ぱ昔の思い出がよみがえる。 そういう実験をしなければ分からないはずだね。

だけど、 これは人間の脳の記で、 動物で実験するわけにはいかない。 動物には少なくと
も言晒中枢などないからね。 記傭中枢は動物にもあるが、 昔の思い出がよみがえったかと
聞いても、 答えてくれないしね。

人間の脳で調べる一つの方法は、 脳出血で身体のどこかが麻痺した人が死んだとき、 脳
を解剖してどの邸分に出血があったかを調べればいい。しかしこの方法にはどうしても限
界がある。 いちばんいいのは、 頭骨を取り外して脳を露出させ、針かなんかであちこちつ
つくやり方だが、 せいぜい脳の外科手術の時、 ちょっとひっかいてみるくらいしかできな
いね． あまりやりすぎると叱られそうだし。

この脳地図は、 戦争がある度に急速に進歩したらしい。 戦場では大勢の人が死んだり怪
我したりする． 軍隊には軍医がいて、 戦場に野戦病院を開設する。 そこへひどい怪我をし
た人がたくさん運ばれ、 ひどい状況で乱暴な手術が行われる。 そんな中で、 平和なときに
設備の整った病院では考えられないような実験がされることがある。

どうも脳地図というのは、 そんな状況でつくられたらしいね。 まあこれだけでなく、 医
学、 科学の進歩には、 例えば原子爆弾やそれから発達した原子力発電のように、戦争と関
係した血なまぐさい話がいつばいこびりついている。 礎かに、 戦争をやると科学技術は大

いに進歩する。だから戦争も必要だ、 などという人もいるが、 戦争してまで科学技術を進
めなくてもいいと思うが、 どうだろうか。 科学技術はすでに進みすぎていて、（まくみたい
な年害りには扱いかねる機械が増えすぎた。 車とワ ー プロは愛用しているが、 原理はさっ
ばりわかっていない。

話をもどそう。
大脳新皮質の第3の領域は、 連合野という。 感覚野で受信したものを、 記憶と照らし合

わせて判断し、 運動野に伝え適切に対処する、 といった働きを、 連合野がしている。 煙草
を吸っているところへ、 先生がやってくるのが視覚野に写った。 過去の経験では、 見つか
れぱ大変な目に合わされる。 「これはやばい」と判断して、 運動野の足の郭分に伝えさっ
さと逃げ出す。 この判断するのが連合野。 図98の白抜きの祁分がそれに当たる。

といっても、 この那分の機能が全祁分かっているわけではない。 感覚野や運動野は、 さ
つき言ったように、 刺激して何が起こるかを見れば比較的濡単にその機能が分かる。 しか
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し、連合野のやつていることは非常に複雑だから、針で突っついたくらいでは分からない。
全郎分かっているなどいう段階ではなく、 ほとんど分かっていないと言ったほうがいい。
だから図でも白抜きになっている。 ．

その中で、 例外的によく分かっているのが、 言肥中枢． これをどうして調べたかという
ことは、 少なくともぼくが読んだ本には出ていなかった。 まあ、 あまり考えたくないしな
ともかく、 結果だけ話しておこう。

図98の左の図に、 M·A·Oという三つの言酌中枢の位置が示してある。 0が視性、 A

が聴性、 Mが運動性のそれぞれ言語中枢で、 視性は視覚野に、 聴性は聴覚野に、 運動性は
運動野に近いのも、 合理的な配置と言える。 この三つは、 いずれも言野に関係しながらそ
れぞれ独立の機能を持っている。

視性というのは、 文字を見てそれを理解する中枢。 聴性は言葉を聞いて理解する中枢．
そして、 運動性は文字を書いたり言葉をしゃべったりする中枢。 この三つが独立している
から、 郭分的に破攘されると、 奇妙なことが起こる。

視性が破攘されたら、 文字を見ても理解できない。 まあ、 アラビア巨を見ているような
ものだろうね。 でも、 聞けば分かるし、 話もできる。

聴性が破讐されたら、文字は理解できるが話が理解できなくなる。
運動性の破壇は、 文字も話も分かるのだが、 書いたりしゃべったりできなくなる。 おし

ゃべりや作文が苦手な人がいるけど、 運動性言匿中枢の機能障害だね。
もっとも、 これらの中枢は生まれたときにはまだ存在しない。 育つ過程で、 言葉を聞き、

字を習い、 練習することによって次第に完成していく。 だから、 今からでも遅くない。 文

章を書くなどということは、 一種の技術だから、 練習すれぱするほど上手になる。
昔、 ある学生がいて｀ 文章を書か せると結構うまく、 おもしろいからついつい最後まで

読んでしまう。 ところが、 読んだ後で彼が何を書いたのか、 よく分からない。 つまり、 内
容がないんだね。 内容のないことを最後まで読ませる。 これこそ文章 の極致だが、 やはり
内容がなければあまり意味はない。 その内容を豊かにするのもこの連合野だが、 こちらは
文章と違って、 単純な練習ではなかなか開発できない。 いろいろ経験を積み、 いろいろ考
えて初めて発達してくる。

言記中枢のほかに、 ある程度分かっている連合野がひとつある。 それは、体性運動野の
前に広がる大きな郭分で、 ちょうど顎の芭分、 前頭邦にあるから、 前頭葉（ぜんとうよう）
という。ここは、 創造性とか計画性とか、 いちぱん人間的な機能をつかさどっている郎分
だとされている。 それが分かったのにも、 血なまぐさい歴史がある。

テンカンという精神病がある。 ふだんは何でもないのだが、 時々発作を起こして暴れた
りす る。 このテンカンの治療として、 ロボI-ミ ー という手術が行われたことがあった。 そ
んなに昔じゃなくて、 ほんの2、30年ほど前のことだけどね。これは、 前頭葉切除手術とい
って、 この前頭葉の 一 西を切り取ってしまうという、 私暴な手術だった。 この手術を受け
た患者は、 テンカンの発作は起こさなくなる． ところが、 性格が変わってしまう。 よく言
えばおおらかで楽天的になるのだが、 悪くいえぱ）レ ー ズになって仕事できなくなる。 人問
の性格を変える手術などするぺきでないという運動が起こって、 今ではされていないが、
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この手術の結果から、～前頭葉が計画性・創造性といったことをつかさどっていることが大
体分かってきた。

こんな乱暴な実験をしなくても、 この前頭葉が人間的な機能を受け持っていることは、，
図100をみるとわかる。 人では大きいがサルでは小さくなり、 ネコにいたってはまさに「

ヒト

サル

ネ コ

号体制感覚野 ⑬視覚野

＄聴覚野 C這動野

図糾 ヒト・サル・ネコの大脳の比較

図100

ネコの額」ほどしかない。ネコは創造性とか計画性はまったくなくて、 明日のことはなん
ら思い煩ってはいないことになる。 腹の減ったライオンほど恐いものはないが、 満腹して

いるライオンは大して恐くない。 目の前をウサギが横切っても知らん顔をしている． とこ
ろが、 人間は、 食堂から出てきたばかりでも1万円札が落ちていれば10人が10人｀ 拾うだ
ろう。 人間には計画性というものがあって、 明日のことを思いわずらっているからね。 ラ
イオンは、 今満腹していれぱ満足で、 明日のことなど思わない。 だから、 ウサギが目の前
を通っても、 捕まえておいて明日の食いぶちにしよう、 などというさもしいことは考えな
い。

こうしてみると、 創造性とか計画性とかきれいな言葉で表現しているが、 実際には人間
にしかない欲望を生じる場所でもある。 金銭欲、 出世欲、 あるいは名誉欲なども、 極めて
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人間的な欲望だね。 禅宗の坊さんが座禅を組んで悟りを開こうと修業するが、 あれはたぶ
ん、 この前頭葉の働きを自由に制御するためにやっているのだと思う。 それができると、
人間はそういった欲望から開放され自由になる。 これが悟りを開くということで、 悟りを

開くと仙人になって自由に空が飛べる。

昔、 久米の仙人という人がいて空を飛んでいたのだが、 ふと下を見るときれいな女の人
が行水しているのが見えた。 とたんに術が破れて墜落したという話がある。 でもこれは、
久米の仙人の悟りがいい加減だったというわけではない。 性欲というのは前頭葉にはなく
て脳幹の祁分にあるから、 前頭葉を制御できても性欲はコントロルできないからね。

《脳の重さ》
この図版を作っているとき、 おもしろい表が見つかったからついでに入れておいた。 い

ろいろな人の脳の重さを測った結果で、 表1 （次ベ ー ジ）に日本人とヨ ー ロッバ人の脳の
平均重量の調査結果をいくつか示してある。

日本人の脳重量は、 研究者によってずいぶん違うが、 男で1350グラムから1400グラム、
女で1200グラムから1250グラムくらい。 女のほうが小さいが、これは体重も少ないから、
体重比をとれぱそうは遅わなくなる。 ヨ ー ロッバ人でも男が1300グラムから1400グラム、
女で1200から1300グラムくらいで、 ほとんど変わりはない。 人種による違いはほとんどな
いということだね．

表1の下の「欧州人の脳重量」のところに、 人種として独逸人・襖国人・端西人などと
書いてあるが、 読めないだろう。これはドイツ人 ・ オ ー ストリア人・スウェ ー デン人と読
む。 もちろんこれらは民族であって人種ではない。 この表は、 上中下3冊の r 人体解剖学』
という医学郎の教科書から取ったものだが、医学郭の先生もずいぶんいい加減なところが
あるね。 民族と人種を取り違えてはいけない。

表2 （次々ペ ー ジ）は、 日本人とヨ ー ロッパ人の有名人の脳重量を示したもので、まあ
有名人といっても知らない人もけっこういるが、 一人 一 人見ていくとおもしろい。

日本人での最大は下から5番目の医学博士柿沼先生で、 実に1670グラムもあった。 最小
はやはり医学博士の小金井良精氏の1170グラム。植物分類学の有名な牧野富太郎氏も小さ
くて1180グラムしかない． まあ牧野先生は96歳で死んで、 それから計ったのだから、 若い
頃はもっと重かっただろうね。 脳重量というのは、 生きている間に計れないのがつらいと

ころだね。 夏目漱石は1425グラムで、 まあふつうというところか．

ヨ ー ロッパ人のほうは重い順に並べてある。 最高はツルグ ー ネフの2012、 最小はフンゼ
ンの1295グラム． 、ソルグ ー ネフはそうとうな大頭だったのだろう。

昔、 知能は脳重量に比例するという説があって、 それで有名人の脳重量を洞ることが流
行ったのだが、 測れば測るほど知能と脳重量は関係のないことが分かってきて、 いまでは
廃れてしまった。 この表を見ても分かるだろう。

脳が少々大きくても小さくても、 神経細胞の数は大体同じだし、 その上われわれはその
神経細胞を全郎は使っていないから、 脳重量が知能と関係なくても不思議ではない ． 脳の
神経細胞を、 われわれはどのくらい使っていると思う？
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普通の凡人はだいたい3％くらいしか使っていないと言われている。 5％も使うと天才
になれるのだそうだ。 生まれたときに脳細胞はすべてそろっているのだが、 お互いに連絡
はついていない。 成長するにつれて次第に連絡がついて機能し始める。 ただし、 新しい連
絡をつけるのはだいたい20歳が限度で、20歳を越すともう新しく開発できなくなる。 後は
それまでに開発したものをいかに使うかだね。 君たこーはまだ、 わずかに開発期間が残って
いる。 ぼくらになると、毎日毎日数十万の単位で壇れていっているから、 古いことは忘れ
新しいことは覚えられない。 不思議なことに、 子供のころ覚えたことは忘れないね。 今で
も教育勅胴とか、 「じんむ ・ すいぜい•あんねい•いとく ・ ・ ・ 」なんてことは覚えてい
る。 何だか分かるか？ 歴代天皇の名前だよ。 全郎は覚えていないけど、 奈良時代くらい
までならすらすら出てくる。

君たちはまだ開発の望みがある． 残り少ないけど、 まあがんばってください。 凡人で終
わるか、 天才になるかの分れ目だからね。 人間の大脳を全団機能させようと思うと、 教育
に100年くらいかかるそうだ。 これこそ超人だが、 その間脳を若々しく保つていなければ
ならないから不可能だね。 もっとも、100歳まで教育されたらたまらないから、 凡人のほ

うが幸福かも知れない。
以上が人間の脳の構造と機能だが、 次に、 脳がいかにして発達してきたかという、 脳の

歴史の話に入ろう。

《ナメクジウオの脳》
もう忘れていると思うけど、 背骨の話にからんで脊椎動物の起原のことを話したとき、

ナメクジウオという脊椎動物の先祖みたいな生き物がいることに触れた。 忘れた人は図24
(38号1514ペ ー ジ）を見てください。

ナメクジウオは全長7~8センチの全身透明な動物だが、 真中に脊索が走りその上に管
状の神経管があった。 この神経管は｀ 発生の様子からいっても管状になっていることから
いっても脊椎動物の脊髄と相同で、 その始まりの形を示していると言っていい。 そのいち
ばん前の芭分を図101に示しておく。

s 

図102 ナメクジウオの前頭胞（lilil.
1 K�lliker窃（神怪孔の痕跡） 5 況斗器官
2 色素斑 6 Reillner糸（淵斗器官の分泌物）
3 神経分泌細胞 7 中心管内の神経沼雄
4 知党神経 8 Joseph細胞

図101

1 7 7 2 

8
 



この図を見るとわかるように、 ナメクジウオの神経管の前は、 ふくらんでいるわけでも
なければ特別な器官が存在するわけでもない。 要するに、ナメクジウオには脳がないんだ

ね。
これが、 一番原始的な始まりの状態を示しているのか、 あるいは、 かつては脳を持って

いたけれどその後に退化してこんな状態になってしまったのか、 よくは分からない。 ナメ
クジウオは全体として退化しているから、 退化してなくなってしまったのかも知れないな

それにしても、 脳もなしによく生きていけるものだと思うが、 まあ、 そのほうが、 何も
考えなくていいから楽かも知れない。 勉強のしようがないからね。

《脳の発生》
脳の化石は残念ながらほとんど残っていない。 頭骨の裏側を調べると、 脳の大きさや大

体の形は分かるが、 もちろん細かなことは分からない．そこで、 脳がナメクジウオの段階
からどのように進歩してきたのかは、 脳の発生を調ぺて推理するしか方法はない。

まず、 脳の元になる脊椎動物の神経管がどのように発生するかを見よう（図102 ・ 次ペ

ージ）。
発生の非常に初期のころに、 背中側にあたる皮●が落ち込んで、 まず溝をつくる。 図の

1は全体を背中側から見たところで、 2から5までは輪切りにして神経管の発生の様子を
示している。 ちょうど目のレンズを皮虜がつくるのと同じ要頓で、 背中の皮●が落ち込ん
でいき、しまいに中空の管を形成する。これが神経管であって、 将来は脊鼈になっていく。
ナメクジウオはこの段階で発生が止まったと考えればいい。

図103（次ページ）が脳の発生の図で、まず最初にいちばん先の郎分がふくらみ、 その
後ろにくびれが生じる。 このくびれより前の郭分が前脳と呼ばれる（図A)。 続いて少し
後ろにもう 一つくびれが生じ、 中脳と後脳（図では菱脳）が区分される（図B). Lうし
て脳は三つの部分に分かれ、 前から前脳・中脳・後脳（菱脳）と呼ばれる。

Lれが脊椎動物の脳の最も基本的な形だと言われており、 前脳が嗅覚、 中脳が視覚、 後
脳が聴覚と平衡感覚の中枢となって、 脳の最初の分業体制ができたことになる。 前脳から
は鼻へ嗅覚神経が出ているし、 中脳からは視神経が出ている。 魚の側縁や、 匹足動物の耳
の神経は後脳へ入っていく。

動物にとって、 嗅覚・視覚 ・ 聴覚はいちばん大切な感覚であり、この三つがあれば、 な
んとか生きていける。 そのために、 まず脳は三つに別れて、 それぞれの中枢を造ったとい
うことらしい。

発生の次の段階では、 前脳の後ろに間脳が分かれ、 後脳の後ろに値脳が分かれてくる（
図C。 Dは断面図）。こうして脳は、 前から｀ 端脳（終脳） ・間脳・中脳・後脳・髄脳（
延髄）という五つの部分になる。 -. 

Lの5分割された脳が脊椎動物の脳の基本形（図104次々べ·ージ）で、 魚類から哺乳類
へと進化していくが、この基本形の変形として理解できる．

人間ではさっき言ったように、 いちばん前の端脳と4番目の後腿が極端に大きくなって、
間脳、 中脱をおおいかくし、 外から見ると端脳と後脳しか見えないから、 端脳を大脳とい
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図104

い、後悩を小脳と呼ぶことになった。 おおいかくされた間脳と中脳はあわせて脳幹という。
この5つの部分はや（まり分業体制をとっている．、．

端脳（ー大脳） ：もともとは嗅覚の中枢。前方に嗅覚神経を出す。後に新皮質が発
達して、ものを考える祁分となる。

間脳：神経管の壁が薄くなり、あちこちにふくらんで、左右に目、 下に脳下垂体を
つくる。 自律神経の中枢でもある。

中脳：目からの視覚の中枢を初め、生命を維持する数多くの中枢が存在する。
後脳（小脳） ：運動のバランスをとる中枢．
髄脳（延髄） ：脊髄へのつながり。生命維持の中枢も持つ。

これが脊椎動物の膨の基本形で、魚の脳はだいたいこの状態を示している。

《脳の進化》
この基本形から出発して、脊椎動物の脳は次第に進歩していく（図105 ・ 次ペ ー ジ）。
上から魚類・両生類・爬虫類・鳥類・哺乳類の脳を模式的に描いてある。もちろん、魚

でも哺乳類でも、その生活や習性によって脳の形は郎分的にずいぶん遅っているから、こ
こに挙げてあるのは、そのグ）レ ー プの基本的なものと考えてほしい。

この図を見ていくと、いろいろなことがわかる。
まず、魚類・両生類 ・ 爬虫類の脳はだいたい似ていて、魁の基本形からそれほど変化し

ていない。 つまり、脊椎動物は、魚が陸に上つて両生類になり、 さらに爬虫類になって陸
生の動物に進化したけれども、 脳のほうは実はそれほど進化していなかったということに
なる。

特に、 物を考える座である端脳が、 爬虫類まではほとんど発達していない。しかも、魚
類と両生類では、皮質が古皮質と1日皮質だけで、これは人間の脳の大脳辺縁系にあたる部
分だから、 ものを考えるというよりも、漠然としたエモ ー ション、情動だけしか感じない
ことになる。 爬虫類になって始めて新皮質が現われるが、まだごくわずかで、とても意臓
的にものを考えていたとは思えない。 まぁ、彼らは何も考えていない、と思った［まうがた
しかのようだ。

1 7 7 5 



魚類

J1!11生類

爬虫類

鳥類

渭乳類

図誌 脳の道化

号端脳（＊脳）

●間脳

3 中脳

⑲後脳（小脳）

®憾脳（泣髄）

魚類． 両生蟹の脳t1；印ぽ原型のままであり， 爬虫類の脳もこれに近い．鳥で：·1
寄こ浚脳がよく発達する。大脳（場脳）が大きくなるのは， 哺乳氣， 特t：：：高等
哺乳類tこなってからである，

図106
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彼らは、匂いを感じ、姿を見、音や振動を聞いて、その場その場で反射的に対処してい
る。まあ、変なことを考えるより、そのほうが生きていくだけならうまく行くのだろう．

脳の大きな変化は、鳥類になって現われる。端脳もやや大きくなるが、鳥類の脳の特徴
はなんといっても後脳、 つ まり小脳の巨大化で、哺乳類の小脳よりもむしろ大きい．しわ
もたくさんあって、脳としての機能を受け持つ表面積は相当に大きくなっている．

小脳は、耳にある平衡器官の中枢で、運動や身体のバランスをとる邸分だから、空を飛
ぶという激しく微妙な運動をしなければならない鳥にとっては、いちぱん大事な脳である
とも言える。

最後に哺乳類の脳では、小脳もけっこう大きくなってしわもあるが、なんといつても端
脳、 つまり大脳が極端に大きくなって、しわがたくさんできたことに特徴がある；しかも
その大脳皮質は大拐分が新皮質で、古皮質 ・ 旧皮質は内側へ押し込められている。脊椎動
物はようやく哺乳類になって、ある程度意識的にものが考えられるようになった．

とはいえ、哺乳類でも例えばオ ー ストラリアの有袋類などはまだ．、、大脳は束発達であま
り賢いとは言えないし、真獣類でも、モグラなどの食虫類、コウモリの翼手類、ネズミの
醤歯類などでも、大脳にしわはできていない。ほんとうに知能的になるのほ：奇蹄類（ウ
マ・サイ） ．偶蹄類（ウシ ・ シカ） ・食肉類（イヌ ・ ネコ）そしてサルの霊長類など、高
等な真獣類なってからとなる。

脳、特に大脳は、発達するまでそうとう苦労があったようだね．
脳の詰は大体これだけだが、来週は脳にまつわる不思議な括を二つすることにする。

（第14時限J 1995年7月11日

今日は、脳の歴史の補足として、二つの話をしよう。
一つは、中生代の恐龍がなぜ減びたか、という話。もう一 つは、三畳紀に起原した哺乳

類がジュラ紀・白亜紀の1傭3千万年もの長い間、なぜ進歩しなかったか、という括．
このいずれもに、実は脳がからんでいる。

《恐龍の絶減》
ところで、中生代の終わりに、恐龍が絶減したことは知っているね。昔から現代までの

間にずいぶんたくさんの生物が絶減しているのだが、この中生代末の恐龍の絶減ほど学者
の興味を引いたものI'ュない。アリとかケムシが絶減するのと違って、あの巨大な恐龍がバ
ッタバッタと死んでしまったのだから、とにかく派手な出来事だったことは間違いない。

でも、恐龍の絶減が興味を引くのは、もう一 つ理由がある．
生物の絶減は、実はたいていの場合、古いタイフのものがより新しい優れたものと交代

する、つまり、より優れたものに減ぽされるというのが普通のやり方になっている。
たとえば、硬骨魚類は現在2万種もいて、水のあるところならどこでも住んでいるが、

現在の硬骨魚類は真骨類というグ）レ ー プで、中生代の終わりの白亜紀ごろから繁栄し始め
たものだ。その前にいた硬骨魚類は全骨類という別のグル ー プだった。真骨類はその全骨
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類から生まれたのだが、先祖を減ぼしつつ増えてきたわけ．その全骨類も、そのまた先祖
の古生代にいた軟質類を追い出して栄えた。

つまり、硬骨魚類は、軟質類・全骨類・真骨類と交代してきた。軟質類の中から少し進
歩した魚が現れ、その子薫が分化していって自分の先祖を駆遂してしまう。 それが全骨類
で、その全骨類も自分の中から出てきた真骨類に駆遂され、減ぼされる。

こうした新 l日の交代は、・爬虫類にもあったし哺乳類．にもあった．古いタイプのものが、
新しいタイプのものにとって変わられるのだから、これならいちおう説明がつく。まあ細
かく見ると、なかなか説明のつかないケ ー スもけっこうあるんだけどね。 それはこの際無
視しておこう。

ところが、ジュラ ・ 白亜の2紀、1傭3千万年もの間全盛を誇った恐龍が、白亜紀末に
いっせいに濾びてしまうのだけれど、実はそれに代わって繁栄した動物がいなかったとい
う点が、恐龍の絶減の不思議な点だった．

恐龍に代わる動物と言えば、当然哺乳類になる。 哺乳類は、この脳の比較図を見てもわ
かるように、爬虫類などとは比較にならぬくらい優れた生きもので、変温・卵生の爬虫類
に対して、恒温 ・ 胎生となり、大脳を巨大化して動物として最高のものになっている。と
ころが、恐龍が絶減した中生代の終わりにいた哺乳類というのは、大半がネズミくらい、
最大でもネコほどの大きさしかなかった。その生活も、昼間はうっかり出ていくと恐龍に
踏み殺されるのでどこかに隠れて寝ており、夜になって恐龍が寝静まったころ、ちょこち
ょこと1:1:1てきて昆虫や草などこっそり食ぺているという、哀れな生活をしていた。体制、
身体の仕組みをとしてはたしかに優れているんだけど、せいぜいネコくらいではあの恐龍
を減ぼせたはずはないね。

もう 一つ、恐龍よりも優れていた動物に、鳥類がいる．鳥類は白亜紀にはそうとう発展
して、現代の鳥の先祖にあたるものは大体そろっていたらしいが、そしてたしかに、爬虫
類と比ぺると、恒温性を持っているし脳も少しは発達していたが、残念ながら鳥は空中に
飛び出していて直簑恐龍と競合関係にはなかった．まあ、翼龍を追い出したという可能性
はあるけどね。だから鳥類が恐龍を減ぼしたという可能性も少ない。いや、ほとんどない
だろう。

もっとも、恐龍が減びた緩、鳥の一 郎が空から舞い降りて地上性になり、巨大化した事
実はある。デイアトリマという鳥など、ダチョウのお化けみたいなもので、 当時のネコ＜
らいしかなかった哺乳類よりずっと強かった。

このまま鳥が発展したら、恐竜帝国の次に鳥類王国ができて、いまごろ鳥の世界になっ
ていたかも知れないのだが、すぐに哺乳類が発展し初めて地上性の鳥を駆逐してしまった
ので、残念ながら鳥類王国は幻のままで終わった． 鳥は空を飛ぶためにあらゆるものを節
約し、脳でも小脳は大きくしたが大脳はあまり発達させなかった。それで、 哺乳類の票知
恵に負けてしまったんだね．

このころの巨大化した鳥の子孫が、ごく最近まで残っていた。ニュ ー ジ ー ランドにモア
という、背の高さ3メ ー トル重さ230キロという巨大な鳥が数百年前まで生き残っていた
らしい。ニュ ー ジ ー ランドの先住民族はマオリ族というのだが、なかなか勇敢な種族で、
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このモアをみんな食べてしまったらしい。もっとも、生き残っていると信じていまだに探

している人もいる．
もう一つ、アフリカの東にあるマダガスカル島にエピオルニスという、体重450キロに

も達する鳥がいた。これもごく最近までいたらしく、まだ化石になっていない卵が見つか
っている。水が7リットルも入るそうで、卵は1細胞だから世界最大の細胞だね ．

ニュ ー ジーランドもマダガスカルも有力な哺乳類が入ってこなかったところで、かつて
の鳥類王国の子孫が生き残ってきたということだろう。

もっとも、地上性の大きな鳥、走鳥類というのだが、は、現在でも生き残っている。ア
フリカにはダチョウがいてライオン相手にひけをとらずちゃんと生きているし、南米にも
アメリカダチョウ（レア）がいる． オ ー ストラリアのヒクイドリとエミュ ー も鳥類王国の
子藻だね．

話がずれたが、ともかく、恐龍が絶減したとき、それに代わる有力な動物はいなかった。

ということは、新旧交代という手品が使えないことになる。つまり、恐龍には気の毒だけ
ど｀自減していただかなくてはならない。なぜ自減したのか、ということが学者の興味を
そそったらしい。

そ こで、いろいろな学者がいろいろな説を出した。それをまた、＿‘克明に勘定した入がい
て、大英博物館のチャ ー リッグという人だけれど、1963年に調べたら46説あった。、,· 984年
に調べ直したら、95説に増えていたそうだ。それから1 0年以上経っているから、今はもう
100を超えているだろうね。

もっとも、この100を超える説の、どれ一 つとして恐龍の絶減を完全に説明したものは
ない。つまり、恐龍同様、恐龍絶減説もすべて絶減してしまったというわけだね。

いくつか紹介しておくと、まず気侯説というのがある。中生代という時代は、世界的に
大きな山派がなく大陸は平坦だったそうだ。すると、大気の循珊がほとんど一つになって、

世界的に気侯が温圏になるらしい。春夏秋冬がなく年中春みたいな気候で、恐龍
9

9ことって
は大変住みやすかった ． まあ、北極や南極は寒かっただろうけどね。

ところが、中生代から新生代に代わるころ、世界的に造山運動が盛んになって、アルプ
ス ・ ヒマラヤ ・ ロッキ ー ・ アンデスといったヨ ー ロッパ ・ アジア ・ アメリカの大山脈がこ
のころにできた。それが地球の大気の循還を妨げ渥帯や寒帯地方に四季の区別をもたらし
たという。

恐龍には経験のない、冬が来るようになった。冬眠のやり方を知らない恐龍はみんな凍
死してしまった、というのが、この気候説。もっとも、海の恐龍、魚龍や首長龍も同時に
減んでいるのだが、海の気侯はそれほど変化していないはずで、この説では海生恐龍の絶
減は説明し切れない。それに陸上だって、熱帯地方にいた恐麓は死ななくてすんだはずだ
しね。

では、食物が変わって減びたという食物説はどうか。中生代の植物は、羊菌植物のほか
に裸子植物があった。イチョウとかメタセコイアみたいな奴だね。それが、白亜紀ごろか
ら被子植物に変わっていく。羊歯や裸子植物になれていた草食性の恐龍が被子纏物を消化
しきれずに絶減し、草食恐龍を食ぺていた肉食恐龍も減びてしまったという説．
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•これは、 単純な気侯説よりも手が込んでいる． それに、 海でも、 さつき言ったように、

全骨類から真骨類へ魚類が変化している． 全骨類に比べて真骨類は比較にならぬほどすば

しこくなっていて、 全骨類を食ぺていた海生恐龍が餌を追いきれなくて飢え死にしたと説

明できる。

ただ困ったことがあつて、 それは、 陸上における纏物の交代も海における魚類の交代も、

白亜紀の初めごろから始まり中頃には相当交代が進んでいることで、 もし食物が原因なら、

もっと早くから絶減してくれなければ困ることになる． やはり、 白亜紀末にいっせいに減

びた説明にはならない；白亜末まで恐龍は、 陸でも海でも全盛を唐っていたのだから、新

しい食物への適応はできていたと考えるほうが合理的だろう。

最近、・小憲星の書突という新説が出てきて人気を集めている． 白亜紀末に直径10キロメ

ート）レほどの小惑星が地球に衝突して大爆発を起こし、こまかな塵を成層圏まで吹き上げ

て太陽光糠をさえぎり、 急速に気侯を変化させたというのが、この説． 中生代と新生代の

境の地層からイリジウムという金属が見つかっていて、これは地表には少なく隕石にた＜

さん含まれている金属だそうで、 置かにそのころ巨大な隕石がぶつかったことは闇違いな

いらしい。

といって、この衝突だけで、 すぺての恐龍の絶減を説明し切ることもまた難しい。 たし

かに大きな影響はあっただろうが、 海生恐龍を含めて何故全岨減びたのか． 逆に、 ワニは

何故生き残ったのか．

このような説は、 すぺて、 外的な原因によって減びたという考えで、 まとめて外因説と

いう。 つまり、生物のほうには責任がなくて、 外郭の変化が原因になっているという考え

だね。これに対し、生物自身に原因があるという考えを内因説という。 内因説の代表は、

前にサ ー ベルタイガ ー の語をしたとき簡単に説明した定向進化だね．

牙は長いほうが有利でそのために牙は長くなっていく。しかし、 余りにも長くなると返

って持ちあぐねて不利になる．しかし、 進化が一度進み始めるとはずみがついて止まらな

くなり、 限度を超えて進んでしまう性質が生物にはある、 そしてそのために身を減ぼして

しまう、というのが定向進化説だったね．

はずみがつくと止まらなくなる、といった考えは、（まくはけっこう好きなんだけど、こ

れは気をつけないと科学ではなくなる． 科学というのは、証拠と論理で勝負するもので、

だからこの場合でも「はずみ」の原因を証明しなければならない。 はずみの原因なんて分

からないものね。生物にはそういう性質があるのだ、と言うしかない。 それをさらに突き

詰めていくと、しまいには神檄を持ち出さなければならなくなる。

恐龍の定向進化説は、 彼らが限度を超えて巨大化しすぎたというものだった。

草食者が肉食者に襲ゎれる．爬虫類である恐龍は大した脳は持っていない。 すると、防

衛は腕力に頼ることになる。 腕力は身体の大きさに比例する。 だから草食恐龍は次第に大

きくなった。 すると、 肉食恐龍のほうも大きくならざるを得ない。こうして、 お互いに大

きくなる競争となり、とうとうプロントサウルスに見られるように、25メ ー トル、50トン

という巨大な恐龍ができてしまった。

強度計算すると、 彼らは地上で立つことができなかったという話は、たしか前に話した
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ね。しかし、彼らの足跡の化石が発見されて、計算のやり直しをした結果、何とか立つこ
とはできた．でも、ようやく立てるほど大きくなったのでは、あまり有利とは言えないだ
ろう。そこで恐龍は、弾みがついて止まらなくなって、かえって不利になるほど大きくな
ったのだ、という定向進化説が出てきた。

現生のゾウは地上最大だが、せいぜい4、5トンしかない。マンモスでも10トンにはな
らないから、50トン、 100トンというのは、限界かどうかは分からないが、まあ地上では
限度に近い大きさだろう。たしかに少し行き過ぎていると思わざるを得ない。

しかし、身体の大きさそのものよりも、恐龍にとってもっと重大な問麗があった。それ
は、ほとんどの恐龍の脳が哀れなほど小さく貧弱なものだったということである．脳は、
考えるだけではなく身体全囲の動きを統括している。だから、身体が大きくなればそれに
比例して脳も大きくならなければならない．哺乳類ではゾウでもクジラでも、大きくしわ
の多い立派な脳を持っている。そうでなければ巨体を自由に動かすことができない。

恐龍はどういうわけか、身体のほうは巨大化したが脳を大きくすることを忘れてしまっ
たらしい。

ティラノサウルスという、ゴジラのモデルになった巨大な肉食憑龍がいた．全長1 5メ
ート）レ ・ 体重10トンというから、ゾウよりもはるかに大きい。その脳を示したのが図106

県神経

蟻脳（大脳）

中脳

視神経

櫨脳（小脳）

延髄

図76 ティラノサウル
スの脳

凶IUv

図77胃と塵1こ
｀

置をもつステゴサウルス

恐電の中でも特に脳の小さいステゴャウルスは， その代

わり， 肩と墨tこ脳より大きな脊酪のふくらみを持ってい

た。 これt1おそらく反射中枢であり， 脳でi1ない．

図107

である。見られる通り非常に単純な作りで、大きさも30センチくらいにすぎなかった。
もちろんティラノサウルスは化石しか残っていない。この脳は、頭藍骨の裏側のでこぽ

こを克明に調べて復元した鋳型だから、まった＜信用するわけにはいかないが、まあだい
たいのところはわかる。

前から、端脳・中脳・後脳・延鶴とならび、ほぽ脳の基本形通りで、特に端脳、つまり
大座の発達は悪い。こんな脳であの巨体をよく継持できたものだと思わざるを得ない。

そこで恐龍は、一つの工夫をした。図107は、背中に三角板をたくさん並べたステゴサ
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ウルスという草食最竃で、6メ ー ト）レくらいのあまり大きくない過龍だったが、その脳は

ニワトリの脳くらいしかなかったという
．

ところが、その小さな脳から出ている脊●を後

ろのほうへ追つていくと、ちようど肩のあたりに脳よりも大きいふくらみがあり、膿へ行
くとさらに大きいふくらみがあったことが、背骨の化石から分かっている。

いったいこの脊鼈のふくらみは何だろうということで、いろいろ諭争があった．一時は
恐龍は膿にも脳を持っていて、二つの脳で考えると言われたこともあった。図107を見て

いると、たしかにそう思いたくなるね。でも、いくら恐龍だとはいっても、おしりでもの
を考えているというのは、ちょっと考えにくい．

奥は、われわれにも青鶴の膿の節分に中梃を持っている．このごろはほとんどなくなっ

てしまったが、職争中や載餐の食糧難時代には、ビタミンBの不足で起こる脚気という病
気があった．その診断に、座ってぶらぶらさせた足の朦のすぐ下を軽く叩くという方法が
あった．正常な人なら足先が鵬手にびょんと跳ね上がるが、脚気の人は銚ね上がらない。
これを「朦外筋反射（しつがいきんはんしゃ）」という．この反射は膿の脊●で処理され
て、籐の下を叩かれた刺激は脳に違しない。だから、まったく意識しないのに足が鵬手に

跳ね上がってしまう鬱

ステゴサウルスの肩と蜃のふくらみは、こうした反射中枢の集まったものではないかと
考えられている．なぜそんなことになったかというと、恐竜が大きくなりすぎたことと関

係があるらしい。
人間の神経の伝違速度は、だいたい 一秒に20メ ー トルほどらしい．爬虫類だったらもっ

と遅いと思うが、かりにこの速さで伝達されたとしても、例えば尻尾の先を何かに噛まれ
た時、その剌瀧が脳に運するのに全長20メ ー トルの恐竜だったら1秒かかる．そこで脳で
判断を下して、すぐに尻尾を振れとぃう命令を出したとしても、その命令が尻尾の筋肉に
とどくまでまた1秒かかる。つまり噛まれてから尻尾を振つて防ぐまで2秒もかかるわけ

で、そのころは尻尾を噛みちぎられているだろう。
そこで、尻尾に受けた刺濃は膿の脊鶴で適当に処理してしまう。脳の合令を待たずに尻

尾を振るわけだね．そのほうがそうとう早く反応できるはずで、恐龍にとっては有利とな

るに違いない。肩のふくらみは前足、慶のふくらみは緩足と尻尾に関する反射運動の中枢

になっていたと考えると、膿のふくらみが肩よりも大きいことも理解できる．どうやらそ

の分だけ、脳が小さくなってしまったらしい．
恐龍という生き物は、脳が知らぬうちに、つまり意識しないで、•勝手に尻尾が振れたり、

足が勝手に動いて逃げ出したり、持ち主の意志と無関係に足と尻尾が動いていたのではな
かろうか．まあ、恐龍に「意志」なるものがあったとしての記だが。

無賽椎動物は、もちろん例外はあるが、どちらかというと、ミミズのように各体節ごと
に神経節があって、その体節に関わることはその神経節で処理している．だから、無脊椎

動物の神経系はいわば地方分植的なものといえる。それにはそれなりの理由があって、例
えばムカデというのはたくさんの足を持つているが、各体節の神経節で処理しているから

うまく行くので、頭でい ちいち、次に何番目の足を動かして、などと考えながら歩いてい

たら、足がもつれてしまうに違いない。
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しかし脊椎動物は、すべての中枢を脳に集中することによって高度に発違してきた動物
であって、 いわぱ中央集植的なやり方をとって成功した。 身体の運動を脳で支配し、 全体
の統制をとっているわけだね． その脊椎動物でありながら、必要に迫られたとはいえ恐龍
は、 一祁の機能を肩や腰の中枢に分けてしまった。 つまり無脊椎動物型の地方分植制にし
たわけで、脊椎動物としては道を踏み外したものと言わざるを得ない。

恐龍は、 神経支配と身体の大きさがアンバランスになっていた． それは、 身体が大きく
なっていくのに合わせて、 脳を発達させえなかったことが原因になっている。 「大男 総
身に知恵が 回りかね」という川柳があるが、まさに恐龍にぴったしだね。

これが、 恐龍絶減の内因であって、 その内因が整ったところに、 ちょうど白亜紀末、気
侯や食物や小感星の衝突やら、 外界の条件が変化した． つまり外因が襲いかかって、恐龍
は減びた、というのが、 ぽくの説。

ホントかね。

《高度な脳の条件》
それでは、 なぜ恐龍は、 身体に合わせて脳を大きく複雑にしなかったのだろうか．、 ゾウ

やクジラはちゃんと大きくして、 肩や腰に機能を分散させたりしていない．
これは、 脳、とくに大脳という、複雑で微妙な構造を造るのも維持するのも、極めて厳

しい条件がいるからだろうと思う。
大脳というのは、 おそらく地球上で最も複雑な構造物だろうね。 だから、 ちょっと条件

が羅くなるとすぐに攘れてしまう。 最近心臓の手術などで、 体温を下げるという技術があ
る。 体温を下げると代謝が少なくなり、 心臓を止めて手術してもしばらく持つからだそう
だ。しかし、 体温を下げるのも限度がある。 人間の体温は36度くらいだが、これが30度に
なると意識を失い25度を割ると回復不能となる。 脳が薯れてしまうんだね。熱が上がって
40度を超すとほとんど意識がなくなるし、40度以上が長く続くとやはり回復不能になる。
だから子供など40度以上の熱が続くと、 あわてて熱を下げなければならない．

が
、つまり人間

の脳は、25度から40度までのごく狭い範囲でないと維持できないことになっている。
ぽくは昔、ヒキガエルの調査をやっていたことがあって、 一度だけだが冬眠しているヒ

キガエルを掘り出したことがあった。 見当をつけて雪を蜀っていくと、 地面にうずくまっ
ているヒキガエルが出てきた。 ふつう少しは土の中に潜っているものだが、 そのヒキガエ
ルは、 潜る前に雪が降ってきたのかそれともズボラなヒキガエルだったのか、 地面にいた
まま雪に覆われてしまったんだね。 拾って手の平の上に置くと、 ぽくの体温で温まって動
き出した． 雪の中だから体温はほとんど0度に近かったと思うが、ひと冬の間雪に埋もれ
ていても、 彼はなんともないんだね。 つまり、 それくらいの脳しか持っていないというこ
とになる。

変温動物のカエルは、 だから、 人間のような高度な脳を持つことは不可能であって、 そ
れはやはり変温動物の爬虫類でも同じことだ。 恐龍は恒温性を持っていたという説もこの
ごろ盛んだが、 仮に少しは温度調節ができたとしても、 人間ほどの厳密な恒温性は持って
いなかっただろう。 それならやはり高度な脳を維持できる条件はない。
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それに、 爬虫類はもう 一 つ、 高度な脳を発違させる条件に欠けていた。
複雑な構造を造るためには、発生初潮の条件が極めて大切になる。哺乳類は胎生を獲得

した。 発生初期を母親の体内で育てるのが肥生だね。 恒温性を持っている哺乳類の体内は
温度は厳密に一 定しているし、その他の条件も極めて安定している。 それで初めて、 複雑

な大脳を正置に発生させることができる。
ところが、爬虫類は卵生で、しかも鳥のように親が抱いて漏めることもない。 ウミガメ

は砂浜へ上がつてきて砂の中に卵を生む。 夏の海辺の砂浜など、 夜は20度くらいに下がり、
昼間は40度以上に上がるだろう． とても攘雑微妙な大脳を発生させるわけにはいかなし'·

だから、 変温性で卵生の恐龍には、脳を発達させる条件がなかったのだね． それで、苦
肉の策として、肩や膿に地方分櫃することにした． これが返って恐龍の命取り になったの
ではなかろうか。

《哺乳類の脳の発達》
では哺乳類になって脳はすぐに発達したかというと、 実はそうでもない。 人間までいか

なくても、 サルやイヌやウマやウシなどの脳、 とくに大脳は、 哺乳類が生まれてからず い
ぶん遅れてやっとできてきた．

哺乳類が誕生したのは三畳紀の終わりだから、 今から2傭年も前、恐龍がまだ現れてい
ないころだった。 そして次のジュラ紀と白亜紀の間、 恐龍は全盛時代を迎える。 生まれた
ばかりの哺乳類はまだ小さく、 とても恐龍に対抗できない。 そこで、恐龍がのし歩く昼間
はどこかに隠れて寝ている。 うっかり出ていくと踏み殺されるからね。 そして、恐龍が眠
る夜の間にちょこっと出ていって、 毘虫や草を食ぺる。 そんな生活をしていたらしい。

中生代の哺乳類の系統図をあげておこう（図108 ・ 次ペ ー ジ）． 中生代にも梁歯類（り
ょうしるい）とか相称歯類（そうしょうしるい）、 三錘歯類（さんついしるい）、 多丘歯
類（たきゅうしるい）など、 いくつかの哺乳類のグ）レ ー プが出現していたが、 いずれも小
さな、 ネズミくらいの大きさのものばかりだった。 全身骨格はほとんど見つかっておらず、
主に菌とか顎しか出ていないので、 当時の哺乳類は主として歯を基にして分類されている。
それでグル ー フの名前に菌の特徴を示す言葉が多い。 もっとも、 哺乳類の分類には、 現生
のものでも菌を使うことが多いので、菌さえ見つかればだいたい正建に分類できるから、

それほど支障はない。 その中で、 例外的に全身骨格の見つかった例を図109（次ペ ー ジ）
に示しておこう。ジュラ前期というから、 本当に生まれて間のない哺乳類だが、この図は
0·85倍だからほぼ実物大といっていい。 口は長く、 小さな尖った歯を持つていて、この動
物が毘虫などを食べる食虫性だったことがわかる鬱 中生代には、まあこういうネズミみた
いな哺乳類が住んでいたと思えぱいい。

この中生代の哺乳類は、 中生代のうちにほとんど全芭減びてしまう。 ただ、 白亜紀にい
た汎獣類というグル ー プから二つの系統が分かれて、 現代の哺乳類につながつている。 そ
れが有袋類と真獣類とで、 有袋類は主としてオー．ストラリアで、 真獣類はその他の大陸で
発展した。

ところで、 ジュラ ・ 白亜の両紀は合計1傭3000万年もある。これは想像を絶する長さで、
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この長い間、 哺乳類はいっこうに進歩しようとしなかった。 白亜紀の終わりになって、 よ
うやく有袋類と真獣類の先祖が現われるのである．

その理由は、 この両紀を通じて恐龍があまりにも発展し、 さすがの哺乳類もつけ入る隙
がなかったと、 ふつうは説明されている。 しかし哺乳類は、恒濃性 ・ 胎生・哺乳という、
爬虫類が足下にも及ばない優れた性質を持つていたのだから、 身体ばかりでかくて脳の小
さな、 能なしの恐龍の支配下に、こんなにも長く甘んじていることは考えにくい。

その不思議を解く纏の一 つを、 オ ー ストラリアとニュ ー ギニアに住む単孔類という哺乳
類が与えてくれる． カモノハシとかハリモグラとかせいぜい4、 5種しかいないグル ー プ
だが、 彼らは、 毛を生やし恒温性で子供に哺乳するという特徴を持っているので哺乳類の
中に入れられているが、 実は胎生ではなく卵を生む。卵で生んで温めてかえし、 それから
哺乳して育てるという、 鳥と哺乳類の中間のような性質を持っている．

単孔類には化石がないのでよく分からないのだが、 多分、 爬虫類から哺乳類が分かれた
その根本に近いあたりから現代まで、 ほとんど変わらずに生き残ってきたものだと考えら
れている。 ということは、 哺乳類が生まれたとき少なくとも恒温性は獲得していたが、 ま
だ胎生にはなっていなかった可能性がある． 胎生か卵生かは化石では分からないので、 ほ
かの中生代の哺乳類も胎生でなかったのかも知れない。

そうなると、 高度な脳の条件は胎生ということだったから、彼らが優れた脳を持つこと
はできなかったことになる。 優れた脳を持たなかったら哺乳類もただの動物だから、 恐龍
の支配下に甘んじるのもやむを得なかったかも知れないね。

脳は、 胎生になった有袋類でも大して発達していない。 図11 0は、 有袋類と真獣類の同
じ位の大きさ、 同じような生活をしているものの脳を比較したもので、 明らかに真獣類の

(A) (B) 

図20-1 脳瞑蓋の比較．（A)Didヽlphis． 有袋類の 一 つ．（B）G”nnurechinI“，有胎盤類である食虫類

の一つ． 有袋類に比ぺて有胎盤類の頭蓋容乱が増大していることを示す． 全長を同じ1こしてある．

図110

脳のほうが大きい。
有袋類の艇がまだ発達しないのは、 彼らの胎生の仕方に訳がある。 われわれでは、 胎児

から出ているへその緒と母体の子宮壁とがいっしょになって、 胎盤をつくる。 この胎盤を

1785 



通して、胎児に母体から栄養を送り、胎児の代謝産物は母体に吸取することが可能になっ
た． この胎盤のおかげで胎児はいつまでも母親の体内に居祖わることができる． 人間で10
カ月、 ゾウでは実に22カ月も居廻わっている。これで胎児の脳は安定した条件のもとで充
分に発育することができる。

ところが有袋類では、この胎盤ができない． だから、 一 応体内で受糟し発育を始めるの
だが、 すぐに生み出されてしまう． ぁの大きなカンガル ー の新生児が親指程度の大きさだ
と言うから、 早産もいいところだね。 そのまま放り出す訳にもいかないから、 お朧の袋の
中へ入れて大きくなるまで育てることになっている。鳥のように抱かれているよりはまし
だが、 お腹の中にいるよりは条件は安定しないだろう．

真獣類になって初めて胎盤ができる． だから真獣類のことを有胎盤類ともいう．しかし、
せっかく胎盤をつくったのに、 それを充分利用していない真獣類もたくさん入る。 下等な
真獣類に多く、 例えばモグラの仲間の食虫類やコウモリの翼手類、 ネズミやリスの詈菌類
などは、まだ小さい胎児を早々と生み出してしまう。そのかわり、一度に20~30匹も生む
が。 脳の語の時に触れたように、これらは真獣類としては大脳の発達が極めて慧い．

大脳が哺乳類らしく大きく立派になるのは、 ウマやシカなどの有蹄類、イヌやネコなど
の食肉類、 クジラやイルカ、 ゾウ、 それにサルの璽長類くらいで、彼らは 一 回に一仔が普
通で、 せいぜい5~6匹くらいまでしか生まない。その代わり、胎盤をフルに使って、 何
か月も胎内で育てる．

こうして初めて、 知能的な大脳が完成した。 三量紀の終わりに哺乳類が起原してから、
何と2傭年もかかっている。

まあ、われわれは何気なしに頭に載っけているが、われわれの脳、特に大脳は、 造るの
にずいぶんと手のかかったもので、 それだけに糟巧で、 うまく伎えばずいぶんと役に立つ
もの． まあ、これからも大事に使ってやってください。

【付録】

これでこの講義はおしまい。 謂義などというものは、聞きたい学生が聞いて理解してく
れれぱそれでいいのだが、 大学には単位制度というものがあって、学生が謂襲をどれくら
い理解したかということを試して｀ 優と良とか点数を付けることになっている。 あんまり
意味はないと思うけど、 それをやらないと文郎省から叱られるので、 一応レポ ー トを書い
てください。レボ ー トの題は次の通り。

「講義の中で最も興味を持った事柄を挙げ、どのように興味を持ったかを
書いてください」

これなら、 一度でも講義に出たことがあればすぐに書けるでしょう。一度も出なかった
らちょっと困るけどね。 だから、 今週中に書いてこの校舎の2階223号室まで届けてく
ださい。 カギかけてないから、 いなくても置いていけばいいよ。この謂義はどういうわけ

1786 



か必修になっているので、生物学科の人は単位とらないと卒業できないから気をつけて。

調義はこれでおしまいだが、 来週、 できれば君たちと議論したいのだが、 どうだろうか。
議論の種は、この舅義のことでもほかのことでもいいんだが、 一応こんなことでやってみ
ようと思っている．

それは、 動物と比べて人間をどう考えるか、ということ．
この謂義で分かったと思うが、人間の身体の中には動物時代の名残りがぎっしり詰まっ

ている。肉体的に見れば、人間の身体はほとんど動物と変わらない。 まぁ、直立2足歩行
してること、 前足が手になって巧みに使うこと、 前頭葉が極端に大きいことくらいしか、

肉体上の人間の特徴はない。
ダーウィンが『種の起原』を出版して、人閻はサルの子薫だと言ったとき、まあ本当は

ダーウィンはそんなこと言わなかったのだけど、 読んだ人はみんなダ ー ウィンがそう言っ
たと誤解して、 特にキリスト教関係からすごい非難の声が出た．キリスト教では、人間は
神檬が、 神に似せて創った特別な存在だということになっていたからね。しかし、ダ ー ウ
ィンという人は糎やかな人であまり反論しなかった． そこで、トマス ・ ハックスレ ー とい
う人がダーウィンに代わって反朧を引き受けた。 おれはダ ー ウィンの番犬、 プルドッグだ、
なんて称してね。このハックスレ ー が r 自然における人間の地位」という本を書いて、 そ
の中で、 「人間と高等な蓋の違いは、 高等な羞と下等な猿の違いよりも、 小さい」と言っ
ている。 人間と、高等な凛、 例えばチンバンジ ー と、 下等な羞、 例えばキツネザルを並ペ
ると、チンバンジ ー はキツネザ）レよりも人間に近いということだね。 最近では遺伝子分析
という手法が発達して、ヒト ・ チンバンジ ー ・ ゴリラ ・ オランウ ー タンの遺伝子を比べて、
それらの間の遺伝子の違いを％で示すと、次のような結果になったという。

チンバン ゴリラ オラン

ヒト 1 • 2 1 • 4 2 · 4  

チンバン ＊ 1 • 2 1 • 8 

ゴリラ ＊ 拿 2 · 4

まあ、 遺伝子分析による比較がどれほど信用できるものかどうか、 ぽくはちょっと疑問
を持っているんだけど、この結果を信用するとしたら、いわゆる類人猿のなかでも、ヒト

・チンバン・ゴリラがよく似ていて、 オランがちょっと離れているということになる。 下
等な猿どころか、人間は、 オランとチンバンの差よりも、 チンパンやゴリラに似ていると
いうことになってしまう。

まあ、 肉体的に見れば、 人間はまさに猿の 一 種だね。
そこで、 動物で発見された法則は人間にも適用されることになる。 例えば、 動物の進化
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の法則として、生存圃争 ・ 自然選択の法則というのがあるが、人間もそれから免れられな
い。つまり人間も、競争しなければ進化しない、ということになる。

君たちも、受験競争という競争をやってきて勝利したから、こうして大学に来ているん
だものね．

最近では、競争しているのは値人ではなくて、遺伝子だという説が横行している。・人間
一人一人が持っている遺伝子は、微妙に違っていて、その遺伝子が自分を出来るだけた＜
さん残そうと競争しているんだね。だから、遺伝子は本来利己主襲的で、他人のことを時
分以上に考える翠」他主養ではない．なぜなら、そんな利他主霧的遺伝子は、たちまち淘汰
されて残らないからだ。この遺伝子による競争は、動物時代から続けられ、人間に受け継
がれた．だから、人間の本性、つまり遺伝子は、利己主襲だということになる．

といっても、その利己主義はちょっと複雑になっていてね．こんな話がある。
兄弟、姉妹でもいいけど、何人かで道を歩いていると、前方に径物が現れた。それを一

番先に見つけた自分は、何も言わずすぐ逃げると助かる。しかし、兄弟は食われてしまう。
大きな声で危険を知らせると、自分は食われるが兄弟は助かる。

さて、どうするのが最も倫理的、道攘的か．
これまでの道循では、危険を知らせて自分が犠牲になることこそ道露的だと教えている。

しかし本心は、黙って逃げて助かりたいのだろう。でも、そうすると非難されることにな
る。

ところが、動物から受け継いだこの利己的遺伝子の理屈を遍用すれば、正しい答えが出
る。

黙って逃げるのが正しい、と、君たち思っているんだろう。でも、そんな単純なものじ
ゃない．

問麗は、自己の遺伝子をいかに保存するか、ということになる。
兄弟は同じ両親から遺伝子を受け継いでいるわけだが、すべて同じになることはない。

平均すると、兄弟は1/2づつの遺伝子を共有している．自己の遺伝子の半分を、兄弟が
持っているということだね。

自分だけ逃げると、自分に遺伝子は1残る。
もし兄弟1人だけだったら、自分が食われて兄弟を助けたとしても、自分の遺伝子は1

/2しか残らない。この場合は、黙つて逃げるのが正解．
兄弟3人を助けられる場合ならどうか。1/2の三倍は1 • 5となって、自分の1より

も多くなる 尋 つまり、自分が食われても、自分の遺伝子は生き残ったときよりもたくさん
残る。この場合は、警報を発して3人の兄弟を助け、自分が食われるのが正解．

兄弟2人と歩いていたときは、残るのはいずれも1だから、どちらにしてもいい。まあ
この時は逃げるだろうね。

ようするに、 「自分」の遺伝子をいかにたくさん残すかが、正しいか正しくないかの分
れ道ということだ。

したがって、 一 緒に歩いているのが赤の他人だったら、自分と共有している遺伝子はほ
とんどないから、何人いても逃げるのが正解。つまり、倫理にあっているということにな
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る． 遠足で子供が溺れたとき、 助けようとして自分が溺れてしまった先生など、 とんでも

ない馬鹿な行為になってしまう。 いや、 馬鹿な行為というよりも、道徳的でない行為にな

る。 自己の遺伝子を残す、 というのが、 動物から受け継いだ絶対的な正しさの基準だから

ね．
こういう考えは、1975年にアメリカのウィルソンという人が、 r社会生物学」という本

を書いて言い始めた。 けっこう広まって、いま生態学の分野で流行している。

この考えの基盤には、 人間が動物の子藻で、 いかにあがいても動物の 一 種だ、 という考

えがある。
もちろん、 そうではなくて、 置かに人間は動物の子孫だけれど、 動物界から抜け出した

特別な存在だという考えも成立する．
まあ、 そんな問璽について、 来週ちょっと議論したいのだが、 どうかね。 もちろん抗議

，は今日で終わりだから、 来るのも来ないのも自由だが、 そんなことに興味を持っている人

は来てください。
一人も来なかったりして。

まあ、 そのほうがぼくも楽だけどね。
それでは、 ながらくつきあってもらったけど、 この調義はこれでおしまい。

（追記】次の週、10人ばかりやってきたが、 あまりおもしろい語はでなかったので、しし
では省略しておく．

この講義は次の年、1996年にも行なった。 一 郭変更したが、 大体同じことをしゃべった。
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【会長と編集局長補佐の対話】

補

会

補

会
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補

会

補
会
補

会
補
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佐：こんにちわ、久しぶりです。生物学会誌、43号出ましたね 。

長：ああ君か 。 定年までに何とか切りよく50号まで出そうと思ってな、それでこれ
からは月刊誌にして、毎月出そうと思 っ ているんや 。

佐：えっ、それは大変ですね。
長：だから君も何か書けよ 。 海綿の国際学会はどうだった。

（会長は今日もワー プロを打っているところだったが、立ち上がってコ ー ヒ ー を入
れてくれる 。 毒入りのこのコ ー ヒーも、もうしばらくで飲めなくなるのだ 。 ）

佐：いただきます。ええ、学会はもうだいぶ前の事ですが、まあ何とか無事に終わり
ました c ところで、いよいよ日本生物学会誌の最終号を出すそうですね。 生物学
会はなくなるんですか。

長：F女史やl女史には、カツオだと言われているからな。 定年になったら、ヒキガ
エルに変身するんや 。 君が次期会長を引き受けないから、日本生物学会もなくな
ってしまうんだ 。 せめて最終号の原稿だけは書けよ。

佐：会長やる人なんているわけないでしょ、私のせいじゃないですよ 。 原稿は必ず書
きます。 でないと、実名の原稿がどこからか現れるなんて、コワイ話ですね ：

長：日本生物学

会

にはゴ ー ストライターが何人もいるからな 。 ゴ ー ストライタ ー の書
いた原稿でも、規約どうり無責任無修正で掲載することになっている。

佐：えっ、 ゴーストライターなんかいるんですか、生物学会にも 3 有名人の本だけで
はないんですね。 会長が書くものとばかり思っていたんですがね。

（架空の存在と思われていた第7編集局長が実在することだし、ゴ ー ストライタ ー

だって本当にいるのかも知れないな・・・独り言。）
長：何ブッブツ言ってるんだ。
佐：えっ、書きますよ 。 書かないと、勝手に何書かれるか分かったもんじゃないc

長：教養部のHさんなんか、あっもう金大に教養はなくなったんだな、せっかく書く
なら長いヤツを書くなどと言っといて、いつまでたってもさっぱり書いてこない。
この際書いてもらわなアカン 。

佐：そら、そうですね。 （何を書いたらよいか心配で、上の空の返事C) 、

長：長いこと会員のF女史やl女史にも、一度は書いてもらわないとな。
佐：ええ、そうですね。

（話題が良くないので、なぜか机の上においてある、バソコンラックのカタログを
見る。すると、）

長：どのパソコンラックがいいかな、家で机の横に置いて使うんだ。
佐：でも会長のは携帯用のワ ー プロだから、普通の机でもいいでしょ c

長：家に2台あるから、両方同時に使えるようにしたいのや。 （大学の部屋にも、や
はりワ ー プロが2台ある 。 ）キーポードを置く棚が、引き出せるようになってい
るのは、いらんな c
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佐：それは蔓りませんね、だったらどれでもいいんじゃないですか。 ワー プロならプ
リンターを載せるようになってる棚も要らないでしょう、何をおくんです。

長：置くものはいろいろある、心配するな 。

佐：別に心配してる訳じゃないです。 でも、なんで2台もワープロを使うんですか。

長：ワ ー プロで本を書いてると、いっばいになって、もう入力できんとワ ー プロが言，
いよるんや。

佐：なんか良く分からない話ですが、そんなら退職金も入ることだし、いっそのこと
パソコンにしたらどうですか。 今時のパソコンなら、いくら会長でも記憶容量い
っばいまで入力することは、なかなか出来ないと思いますよ 。 そうそう、ワー プ
口を何台かつぶしてしまったそうですが、 パソコンならつぶれたキーポードだけ
換えればいいんですよ 。 キーボ ー ドは 一万円くらいだから。

長：つぶれたワープロは、 プリンタ ー として使ってるよ。 でも、 パソコンで何が出来
るんだ、絵も描けるそうだが。

佐：ぇえ、そういうソフトを入れればね 。 それに、 ブラウン管の方が字も見やすいで
すよ、液晶よりも。最近、Fさんの部屋に17インチのが新しく入ったでしょ。

長：ブラウン管は目に悪いそうじゃないか、やはりワープロの方がいいな。
佐：そうですね、会長のように長時間ブラウン管を見ていたら目に悪いかも知れませ

んね C （ブラウン管に文句をつけるのは、もしかしたらパソコンを買って使いこ
なせなかったら、会長の油券にかかわると考えているのでは、と密かに思ったが
口には出さず、）でも大学を辞めて、生物学会誌も平和問題ネットワ ー ク・ニュ
ースもやめたら、ワ ー プロで何書くんですか。

長：それがな、あちこちから本を書いてくれと頼まれてな、今でも2冊頼まれていて
旱いうちに書かないといかんのや 。

佐：「金沢城のヒキガエル」も評判がいいみたいですからね。もう売れっ子ですね。
（そこへ、3年生なのにもう毒入りコ ー ヒーを飲み慣れたらしい学生が2人入って
来る。来年、禁断症状が出ても知らないよ 。 ）

長：ああ君らか、さっき入れたコーヒ ー があるから飲め 。

生：いただきます。今発生の実習やってるんですよ。

長：発生の実習って、何をやっているんや 。

生：イモリとニワトリとカイコの発生です。
佐：Fさんも担当してるんでしょ 。

生：ええ、ニワトリです 。 イモリとカイコは教授です。

長： Fさんはまじめにやるから、学生も大変だな 。

生：でも、Fさんの実習はおもしろいですよ 。

（などと会長と学生の会話が続くので、コ ー ヒ ー もなくなったことだし、）
佐：それじゃ、これで失礼します。

長：今度原稿書いて来いよ、長いこと書いてないじゃないか。
（聞き慣れたこのセリフも、来年からは聞けなくなるか 。 ）
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【会長と第7編集局長との会話］

会 長： （ニャニヤ笑いながら）おもしろいもの、 見せてやろうか（と、 ペラベラのバン
フレットのようなものを取り出す。

7局長：なんですか？ これ。 ジャバニ ー ズ ・ プック・ニュ ー ス・・・？ 英雹じゃない
ですか。•

会 長：おれもよく知らんのやけど、 なんか、 日本の本を外国に紹介するバンフらしいな
「出版ニュ ー ス社」というところが、国朦交流基金を使って出しているらしい．

7局長：ということは...まさか、 会長の本が．．．l
会 長：その、まさか、や。 1 5ペ ー ジ、 開けてみ．
7局長： （あわててペ ー ジをくる）ありやあ． 出てますね． 表紙の写真入りで．
会 長：その上に紹介文があるやろ．読んでみろよ．
7局長：だって、 これ、 英圏やないですか．
会 長：おまえ、 大学卒業したんやろ． そのくらいの英雹、 読めんでどうする。｀
7局長：だって、 会長、 1年生の授業で言ってたでしょう。 大学と言うところは、 学年を

追うにしたがって、 だんだん学力が落ちる、 って。 ぽくは、 卒業したんですからね。
会 長：変なところで戴彊るな．
7局長：会長は読んだのですか． 読んだのなら藪えてください．
会 長：ざつと目を遍したことは遍したけど、 手許に辞●がなかったからようわからん。
7局長：なんだ、 会長もそんなんですか。 会長ならさっと読めばさっとわかるのかと思っ

てた。
会 長：おれは大学院のドクタ ー コ ー スまでいったんやぞ． 君より大学に3年も長くいた

のやからなあ．
7局長：会長こそ、 変なところで戚彊ってるやないですか． でも、 安心したなあ 鬱

会 長：おれが英琶わからんからか．
7局長：はい。
会 長：安心するのはまだ早い。図書室から字引借り出してきたから、 君、 ちゃんと翻訳

しなさい．
7局長：ぽくが翻訳するんですか？
会 長：そうや。 大学というところは、 学生を伎つて研究するところやからなあ．．
7局長：ぼく、 もう学生じゃないですよ．
会 長：アフタ ー サ ー ビスということがあるやないか． 電気製品でも5年くらいは責任持

つはずや。 君はまだ、 卒業して2年目やからなあ．
7局長：わかりましたよ。 読みますよ． ぇえと、

•K a n a z a,aI O n o h i k i g a 8 r u : k y o s o n a kiヽh a k a i D i i k i r u.
なんだ、 ロ ー マ字じゃないですか．

会 長：そのうち、 英圏になるから心配するな．
7局長： ＂Kanazawa Castle Toads:Life without Compelition• 
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そのままですねえ。
会 長：違ったら困るやないか．
7局長：そりやそうですけど． でも、あまりにもそのままだから。
会 長：いらんこと言ってないで、次を読め．
7局長．： ‘This is the thouht-p『ovokina『ecordof a nlna-rea.r_st·udy made hy_a 

kan a za冒a Univerヽit y ecoloaiヽt a f the t o ad_ s (h i k i a aa r u ; Bu f o j a po n i cu s 
japonicuヽ）living in a pond nea『t h 9 1 0ma i n 9 0 f Kana1a9l Cas t i e i, 
Kan aza胃a, I I h I kヽu Prefectu 『 e. • 

プロヴォ ー キングって、なんのことですか？
会 長：ちょっと待て．辞書引くから。 （会長、 コンサイスの英和辞典をめくり始める）

プロヴォ ークというのは、な． 「惑らせる．憤懺させる。刺瀧して ・ ..させる」
7局長：雛かを慈らせるんですね、この本は．
会 長：雛か、やない．その菌にソ ー トがついてるやろ。ソ ー トは、考えとか思想とか言

うことや．
7局長：思慧を憤慨させるのですか．
会 長：思慧を剌瀧するのや。ああ、 「挑発する」とか「扇動する」とかいう意味もある

なあ．
7局長：そっちのほうですよ．．会長はいつも学生を「挑発・扇動」するんだから．

会 長：こんなのはどうや。プロヴォ ー キングには「慶のたっ、しゃくにさわる、いまい
ましい」というのがあるで．

7局長：•それ、いいですね。しゃくにさわって、いまいましく思ってる人、たくさんいる
んじゃないですか。

会 長：いらんこと言ってないで、翻訳しろよ。
7局長：ええと、

「これは、石川地方、金沢における金沢城の遺腱の近くにあるある一 つの池に
住んでいるヒキガエルの、金沢大学の生罵学者によってなされた、9年間の研
究の、思爆をしゃくにさわらせる記戴である」

会 長：「思想をしゃくにさわらせる」というのは、やつばりおかしいな． 「考えを刺漱
する」くらいやな．

7局長：さすがにうまいこと、言いますね．でも、会長のやったのは池一 つじゃないでし
ょう。近く、じゃなくて、金沢城の中にある池だし．

会 長：細かなこと、言うな．次へ行こう．
7局長： ・"hat the autho『observed in the habitat of the hlkiaaeru 胃 as not the

principle of survival of the fittest, but rather an. easy-going intra­
spesies co-uistence.• 

会 長：コ ー エグジスティングは、｀共存。I＼ビタットは生息場所。
7局長：どうして会長は、ぽくのわからない単雹、知ってるんですか。
会 長：そのくらいわからんで大学教官がつとまるか．
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7局長：「そんな単圏も知らないのか」と怒る先生もいますよ．
会 長：きっと、 すぺての単圏を知ってる先生やろ．
7局長：じゃ、 会長はあまり知らないんですね．
会 長：本当のことは言うものではない． 圏釈しろよ．
7局長：「ヒキガエルの生息場所において蕃者が纏寮したことは、 最遍者の生存の原理で

はなくて、 だらだらした糧内の共存であった」
会 長：イ ー ジ ー ゴーイングは、 「のんびりした」のほうがいいんじゃないか．
7局長：だらだらした、 はいけませんか． いい訳だと思うんだけどな。
会 長：君がそう思うのなら、 それでもいいよ．
7局長：最遍者生存の原理、 というのは、 ダ ー ウィンですね．
会 長：そうや。 だがな、 その言葉を発明したのはスペンサーという人でな． ダーウィン

の自然遍択の原理を、 「最遍者生存」 「弱肉強食」 「優欝劣敗」というような言葉
をつくって単純化したのや．

7局長：単純化、 ですか．
会 長：まあ「最遍者生存」だけはダ ー ウィンも採用して、 2販か3販以緩の表●にも取

り入れているけどな．
7局長：相変わらず、 いろいろなこと、 知ってますねえ。
会 長：長いこと、 生きてるからな． さあ、 次．
7局長： ·I n ot h8 『 10 『 d, the 、"all‘'d 98ak toads 9e 『 e,ot a1"" "“"゜ ut fr om 

t h 8 p u l at l o n, ft 0 『 9e『8 t h eヽt r on0 0 08 9 9ece9ヽa 『i ly more l i kely to 
9 u r v I V e. 

(7局長が声を出して読んでいる111に、 会長は辞書を引いている）
会 長：ウィ ー ド アウトというのは、 「取り除く」、 ネセサリリ ー は「必然的に」、 モ

ア ライクリーは 「より有望な」
7局長：「言い換えれば、小さくてよわいヒキガエルが｀値体群からつねに取り除かれる

わけでもなく、 強い奴がより有望に生き残る必然性もなかった」
会 長：うまい、 うまい。 名訳やね。
7局長：おだてないでください。 とにかくソ ー ト ・ プロヴォ ー キングですからね、 会長l;t..

危なくてしようがない．
会 長：おだてているわけではない。正直に言ってるのや． 名訳をつづけろよ．
7局長：どうも、 やりにくいな。

• 1, f a c t, 0 o ef r o g t h a t 1 0 9 t l l e g,, h e n l t,| ̀  ̀. i u ` t. a, e l •r t l d, u r v l v e d
f o r 8 e y o o mo r e 9 8 a r s `'d e v 8 n'f u l u I I I l 8 d l t, 0 0 『 mal reprodu ctive role.•

ついに会長の三本足のカエルは、 海を渡りましたね。
会 長：有名になったな、 あいつ．
7局長：リプロダクチヴ ロ ー ルって、 何ですか？
会 長： （ニャニャ笑いながら）なんだ、 お薗、 そんな単雹も知らないのか。
7局長：難かさんみたいなこと、 言わないでくださいよ．
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会 長：繁殖の役目ということや．おれはもうすんだけど、言はこれからやな． フルフィ
ル ュア リプロダクチヴ ロ ー ル．

7局長：何ですか、それ。
会 長： 7局長よ、恋をせよ、ということや．
7局長：よけいなお世記ですよ．

「事実、まさに1歳のときに足を1本失った1匹のカエルが... �」
これ、ヒキガエルでしょう．だったら、 フロッグじゃなくてトウドじゃないですか．

会 長：本当やな。よくつまらぬことに気がつくな。
7局長：会長のお仕込みがきいてますからね．

「さらに7年もの胃生き残り、その正常な繁殖の役目も成し違げた」
会 長：そうそう、その調子や．
7局長： •Obs'"at lon1 l i hthi 9 Convi,.cadthe lothor t ht eIc l u 9ion au 

c o m p at i t i O D l『O V i『 tu al l y nonexiヽtent factor●in-hiklae『D.9 0 ci o t, ·.' 
さあ、むずかしくなってきた。

会 長： （手早く辞書を引きながら）コンヴインスドは「櫨信させる」、エクスクル ー ジ
ョンは「祷隙」、ヴァ ー チュアリ ー は「事実上」、ノンエグジステントは「存在し
ない」

7局長：なるほど、そういうことですか．
「このような●察は著者をして纏信させた、誹除と鶴争は事実上、ヒキガエルの

・社会 ． においては存在しないことを」
会 長：今度は倒置法と来たな。
7局長：何ですか、欄置法って？
会 長：知らずに使ったのか．結論を先に持つてくる言い回しだよ．
7局長：なんだ、そんなことか。 でも、そんなこと、会長は蔓信したんですか．
会 ．長•:（まんと言うとな· •票する前から置侵してたけどな。 纏徊したから、ヒキガエル

調べたのや．
7局長： ？？？ まぁ、いいですけど．

•Fr om thlヽv a nta, 9 D.o l n t, h 6 q u e 8 t i o’’t h a c r o d l b l l l t 9 0 f t h e
、

evolution ­
th『ouah-c�moatlti on theo『9 t o 9 h i c h mo s t, o c i o b i l o, i, t ̀ a d h a r a.' 

会 長：ヴァンテイジ ポイントは「有利な立濃」、クレデイピリテイは「纏実性」、•ア
ドヘヤ ー は「軌着する」とか「唇睾する」とか「支持する」とか．

7局長：「この卓越した立場に立って、彼は、大邸分の社会生物学者がしがみついている、
競争を通じた進化の撻実性に、擬問を投げかける」

会 長：そうとうためにする意訳やな．
7局長：いけませんか。
会 長：ええよ。
7局長： •A specialist in ma『ina biol ogy, he worked for many years at a Kobe 

mu n i c i pa I a QD ar i um, w ha r e he a I a o to u n d I i t t.I&·evidence of comp.etitive
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natulal select.ion.• 
会 長：ミュニシバルというのは、 「市立」という意味や． ぁとはわかるゃろ．
7局長：「海洋生物学の特殊家として」．．．
会 長：「特殊家」はひどいで． 「専門蒙」と言えんか．
7局長：会長は水族飽時代、 海洋生物学の「専門家」だったんですか．
会 長：そうや． なにせ暇やったからなあ．
7局長：え？ 順だったら専門家になれるんですか．
会 長：暇だけあってもなれるとはかぎらんで． 君も順そうやないか．
7局長：ぼくは編集の「専門蒙」ですよ．
会 長：その薗りに、あんまり●集せんな。 ああ、 そうや。 前の号でたしか、言の分担、

300枚やといってたけど、あれ計算胃違いでなあ． 400枚に増えたで．
7局長：そんな無茶な．
会 長：専門家なら、 そのくらいこなさんとあかん．
7局長：じゃ、 専門家、 下ります．
会 長：そう蘭単に下りるなよ．
7局長：「海洋生物学の専門家として、 彼は、 神戸市立の水族艶で多くの年月仕事した。

そこでもまた彼は、 競争的な自燃選択の証拠がほとんどないことを見いだした」
へぇ ー 、 会長、 水族鱈でそんなこと見つけたんですか。

会 長：あんまりそんな覚えはないなあ． どこからこんなこと、書いたのやろう． ああ、
そうや。 水族餡で出世鶴争から下りたことがあるけど、 それやな．

7局長：なんだ、 魚の話と違うんですか。
会 長：麟争から下りたら、 淘汰（＝選択）されてしまったけどな．
7局長：水族飽から淘汰されて、 金沢大学へきたんですね．
会 長：そうや． 裏日本へ郵落ちしてきたわけや．
7局長：大伴家持ですね． 『金沢城のヒキガエル』は、 『万葉集』みたいなものですね．
会 長：あんまりおだてるな． 君も相当人が羅くなったな。
7局長：この節屋にいると、 そうなりますよ．

、Although 1omnhtt specialized, the text of this work _iヽhumorously
1ritten and tho 『 O U 9 b l y'’g l gi n g. • 

エンゲ ー ジングつて、何ですか？
会 長：君が奥さんになる人に上げるものや。
7局長：え？
会 長：エンゲージリング知らんのか． 「約束する」という意味や。
7局長：でも「檄底的に約束する」じゃ、 意味とおらないですよ。
会 長：そういえばそうやな． （といいつつ、 辞書を引いて） ああ、 これや。 「剣を交

える」 「交峨する」 「職う」と言う意味があるぞ。
7局長：それですね。 「懺底して喧嘩的である」 でも、ヒュ ー モラスリ ー リトウンに

はあわないな．
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会 長：そうやな． 『生憲学入門』と違って、'rカエルJはおとなしく書いてあるからな
7局長：ヒッジの皮、かぶっていますからね．
会 長：それもいうなら、ネコの皮やろ。
7局長：「ネコをかぶる」というのは、ネコの皮をかぶるんですか•
会 長：そうや．ライオジがネコの皮をかぶるのや．
7局長：そんなの、無理ですよ。大きさが違うもの。
会 長：あんまりまじめに考えるな．
7局長：すみません．櫃がまじめなものですから．
会 長：だいぶふまじめになってきたけどな．
7局長：お仕込みがいいものですからね．でも、F先生、言ってましたよ．奥野さんは、

「ヒッジの皮かぷったオオカミよ」って．会長は昭和6年生まれの羊どしなんでし
ょう．

会 長：そうや．正真正銘のヒッジやで．ー匹羊や．
7局長： 一 匹穣というのは圃いたことあるけど、 一 匹羊というのもあるのですか？
会 長：言うてるやろ．ぁんまりまじめに聞くな、って．
7局長：わかりました．
会 長：わかったぞ。エンゲージングには、 「麓力的」という意味がある。
7局長：それですね．

「いくらか専門的ではあるが、この本の文章は、ユ ー モラスに書かれ、きわめて
魃力的である」

ちょっと誉め過ぎですね・
会 長：そういうことやな。このごろ、誉められつばなしで、気分がわるい．でも、英胴

で誉められたのは、初めてや．
7局長：英圏で叱られたことはありましたね．
会 長：まあな。

（会長と第7纏集局長との対記】 （その2)

（会長、ソフアに座り込んで、珍しく本を読んでいる。その本の表麗が何とr科学教
の迷唇』．ついに会長は「科学敬」の教祖になるつもりなのか）

7局長：変な本、読んでますね．
会 長：ああ、これか． （本を閉じて、7局長に渡す）
7局長：池田清彦薯『科学教の迷唇J （洋泉社）。1囀6年 5 月30 8 といったら、まだ出た

ぱかりじゃないですか．
会 長：そうや。どうぶつ社の社長が教えてくれてなあ。 （会長、また本を取り上げてペ

ージをくり）ここ、読んでみ．
7局長：「普通の人々が資本主義の競争原理に深くコミットしているように、多くの自
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然科学者もまた、業績累積競争に没頭している。競争原理は進化の原理である
よりも前に、彼らの生活原理なのである。ヒキガエルという、とても競争して
いそうもない動物を、長年観察してきた奥野良之助は、その著『金沢城のヒキ
ガエルJ （どうぶつ社）の中で、次のように述べている。」

出てきましたね·
会 長：出てきたやろ.. 
7局長：出過ぎですね。
会 長：出過ぎやなあ。
7局長：「われわれ凡人は自然を見るときよほど注意しないと、知らず知らずに持ってい

る自分の社会観を無意識に生物に投影してしまう恐れがある．だから｀激烈な
研究競争に膳ち抜き地位を得た研究者が自然の生物のなかに競争を求めるのは
それこそ自然の成り行きというものだろう。競争のないヒキガエルに興昧を持、
つような研究者は、少なくとも大学では、数少ないのである．あまり競争と縁
のない種は捨て、瀧しく競争しているような種ばかり研究していれば、自然界
には競争が満ち満ちているという結腱が出てくるのは当然のことだろう」

これは｀たしか、終章の文章ですね．
会 長：そうや。
7局長：「もちろん、競争ばかりしている種であっても、進化は競争の結果であるとは限

らない。競争が存在することと、それが進化の主因（すなわち自然選択説）で
あるとの言明の間には論理的には百里の閻罵がある．すなわち何の関係もない。
しかし、奥野が研究対象としたヒキガエルのような動物にリアリティーを感ず
れば、自然選択による進化といった言明には、直感的にペテンのにおいがする
はずだ」

自然選択説というのは、 ペテンですか？
会 長：おれはそんな下品な言葉は使わない。
7局長：だったら、どういうのですか．
会 長：インチキ、とかな．
7局長：似たようなものじゃないですか。
会 長：ペテンよりインチキのほうがはるかに上品だよ。そういう言葉のニュアンスがわ

かるようにならんと纏集局長はつとまらん．
7局長：インチキのほうがペテンよりも上品かなあ。
会 長：あんまり深刻に考えるな鬱先へいこう．
7局長：「奥野によれば、1 3 X 0という銀体番号のついた三本足のヒキガエルは、彼の

調べた一 五二六匹にものぽるヒキガエルの中でも、五指に入るほどのすばらし
い生涯を送ったという」

また出てきましたね、三本足のヒキガエル。
会 長：おれといっしょで、あいつもちょっと出過ぎやなあ。
7局長：これだけ有名になったのですから、彼も喜んでいるのじゃないですか。
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会 長：そんなことで喜んでるものか． 「有名になったヒキガエル」など、言葉自身が矛
盾してるやないか．

7局長：「有名になった会長」というのはどうですか。やつばり、言葉自身が矛重してい
ますか．

会 長：それは、そういうわけにはいかんやろうなあ。会長というのは、本来有名なもの
やからなあ。だいたい、 「長」と名がついて、ろくな奴はいない。

7局長：もともと、おとなしく生きていた三本足のヒキガエルを引っ彊り出して有名にし
たのは、会「長」ですものね．

会 長：そういうことや．この本を●いたのは闇違いやなあ．
7局長：人間は闇違うから楽しい、コンピュ ー タ ー は闇違わんから棄しくない、と、前に

会長、言ってましたね．
会 長：そんなこと、言ってたかな．
7局長： （まくがコンピュ ー タ ー やってると言ったら、そう言ったんですよ．
会 長：君がそういうことを言うから、そう言わざるを得なくなるのやないか．
7局長： ． ． ．？ 次へいきます．

「ヒキガエルの社会は、障害者のかれに特別の保護を与えたわけではもちろんな
い。それにもかかわらず、この値体が配偶者を得て寿合をまっとうしたのは、
ヒキガエルの社会が、NHKのインチキ自然番組のナレ ー ションによくでてく
るような r足を失った動物は、自然のきびしい掟の前ではもはや生きる術はあ
りません．これはより強い遺伝子を子薫に残そうとする自然の知恵なのです』
といったような知ったかぶりのウソ語では説明不能なことを意味している」
上品になりましたね。

会 長：なにが？
7局長：だって、こんどはペテンじゃなくて、インチキと書いてありますよ。

会 長：単にインチキを使ったからといって上品になるわけではない．言葉というものは、
どこでどう使うかが大事なのや。

7局長：じゃ、ペテンも使い方によっては、上品になるんですか？
会 長：本来下品な言葉もあってな。どう使おうと下品な言葉は下品なんや。
7局長：じゃ、ペテンは駄目なんですね．
会 長：ペテンはいかん。
7局長：わかりました．ぽくもペテンは使わぬようにします．
会 長：そう素直になられると、困るのやけどな。
7局長：「当然のことながら、ある種に糧内競争がほとんど見られないことは、その種が

自然選択の結果進化したことを薗理的に反証できるわけではないが、それは競
争が見られるからといって、自然選択が実証できないのと同じであろう。ただ、
競争の不在は、現時点では自然選択原理が作動していない傍証にはなる。自然
界の多くの生物は、競争とは無縁の生活をしているのではないかと奥野は言うe

私はかつてr昆虫のパンセ』と霞するエッセイの中で、ウラナミシジミの北上
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行動は（北上した個体はすべて絶減して遺伝子をひとつも残せないので）、 自
然選択説では説明不能なことを述べたあとで、 次のように記した．
「生きとし生けるすべてのものは、 さしあたって死ぬまで生きている． ただそ

れだけのことではないのか」
自然選択説に準拠する社会生物学者は、 ウラナミシジミの北上行動について言
及することはない。 なぜならば、 それは彼らの頴では理解できず、 理解できな
い事実は（彼らの頭の中には）存在しないからである。 「人々が情熱をもやす
のは、 解決可能な課麗だけである」と言ったのはマルクスであるが｀しまいに
は、 解決可能な課題だけが世界のすべてであると錯覚されてくる． これは、 人
々は何にリアリティ ー を感ずるか、 というところから発する人間の脳のクセの
ようなものなのであるが、 自然選択説とは、 まさにかくのごときものの代表な
のである．」

さあ、 難しくなってきた． 学者って、 どうしてこんな難しく書くのでしょうね．
会 長：それくらいで難しがつていてはいけない． もっと難しくなるよ。
7局長：じゃ、 もう読むのやめた． （7局長、 本を閉じて会長に返す） でも、この池田

清彦という人、 どんな人なのですか。
会 長：構造主襲と言ってなあ。 訳のわからんこという人や．
7局長：構造主襲？ 何ですか、 それ． これまで会長から聞いたことのない主蓑ですね。

ダ ー ウィン主義とかマルクス主●とかはよく聞きましたけど．
会 長：おれはわからんことは言わんことにしてるのや．
7局長：あれつ、 会長にもわからないことがあるんですか！ ぽくは、 会長が分からない

のは、 数学と生籐学だけだと思っていました。
会 長：生籐学はよけいや． これでも生憲学謂座の助教授やからなあ。
7局長：でも、 会長はいつだったか、 系統動物学の欝襲は自信を持ってできるけど、 生憲

学の壽義には自信がない、 つて、 言ってたじゃないですか。
会 長：つまらんことばかり覚えているな、 君は。 しかも間運ってるぞ。
7局長：違いますか．
会 長：あれは；な。 系統動物学は専門やないから、 本に書いてあること、 疑わずにしゃ

ペれるけど、 生籐学は専門やから、 本のウ‘)がみんな分かって、しゃぺることがな
くなる、 という意味で言うたんや。 知らんのやなくて、 知り過ぎてるからや．

7局長：ほんとかなあ．
会 長：ほんとや． そやけど、 わからんこともあるで．この構造主襲というのも、 その一

っゃ。 なんでも全芭わかったら、こんなところで君相手にしゃぺっておらんよ。
7局長：「科学教」の教祖にでもなりますか。
会 長：そんなつまらんものにはならん。 山奥でカスミをくって、 仙人になる．
7局長：仙人つて、 そんなに僑いんですか。
会 長：昔中国に、 舜（しゅん）という偉い皇帝がいてなあ．
7局長：知ってます。 黄河の治水に走り回って、 すねの毛が擦り切れた人でしょう．
会 長：君も相当変なこと、 知つてるなあ。 コンビュ ー タ ー に仕込まれたんか。
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7局長：違いますよ． ちゃんと本、 饒んだんですよ． ＇ ‘ ・
会 長：もともと中国ではな、 いちばん糠の高い人が天子になることになっていてなあ．
7局長：さすがは中国ですね。 日本は駄目だな．
会 長：どうして？
7局長：だって、 日本は万世ー系でしょう．
会 長：その上、 近蠣交配でろくな奴が出て来んからなあ．まあ、 それはいいけど、 その

舜があるとき、山奥に讐の高い仙人がいることを1111いたのや。•それを聞いたばっか
りに、 とうとうその山奥までいって、 その仙人と駈をしたところが、 評判通り立派
な人やった．そこで舜は、 天下をその仙人にゆずると言うたのやなあ．

7局長：そういう誓は、よく知ってますね．
会 長：中国古代思爆やったら、●●できるで． 誰も蠣みにこんけどな．
7局長：それは信用しますけど、 それで、 どうなったのですか？
会 長：その仙人はな、 「お前さんでちゃんと治まってるのに、 なんでわしが出ていかん

ならんのや」言うて追い返したそうな． つまり、 天子にしてやろうというのを、 断
ったんやな．

7局長：その辺り、 誰かに似てますね．
会 長：誰か、 って、 誰や？
7局長：会長も、 なんとか出版●、断ったんでしょう。
会 長：ああ、 あれか． 舜はわざわざ山奥まで出かけていって頼んだのに、あれは●語や

ったからなあ．
7局長：電話だったから断ったんですか．
会 長：そういうわけでもないけどな。 一度、 賞なるものを断ってみたかったのや．
7局長：でも、 さすが（こ中国はスケ ー ルが大きいですね。 天子の地位を断るんですからな
会 長：おれもほんとは、 ノ ー ベル賞断りたかったのやけど、 あれはなかなか、 くれると

言わんからな．
7局長：ウフッ。'•そりやそうでしょう。
会 長：そのうち、 F女史にあたりそうなんや。
7局長：ほんとですかI
会 長：ほんとや。そのとき、 F女史がもらうか、 断るか、これは見物やで。 それはええ

けど、 さつきの葛にはまだつづきがあってな．
7局長：まだあるんですか。
会 長：年轡りは栖が長いと、 言いたいんやろ。
7局長：そんなこと、 言ってませんよ． 思ってますけど．
会 長：思うのは勝手や。 思うだけにしておけ。 それでな、 その仙人は、 舜を追い返して

から、 こう言ったのや。 「今日は汚れた記を聞いてしまった． こともあろうに、 こ
のわしに天下を襲ろうなんて、 とんでもないことだ。 耳が汚れた」 それでな、 近
くを流れている川で、 耳を洗ったのや．

7局長：会長も、電記のあとで、 耳、 洗ったんですか。
会 長：電話のあと、 いつもの通り吉野谷村の温泉へ出かけていって、 念入りに洗つとい
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たよ． ところがな、その同じ川のほとりに、 もう 一人仙人が住んでいてな．

7局長：まだいるのですか． 中国って、仙人だらけですね。
会 長：仙人発祥の地やからな． そのもう一 人の仙人がその衝を聞き伝えて、 「あんなや

つが耳を洗った川のそばになんか、住めるか」と言って、 引っ越ししたそうな。
7局長：ひょっとしたら、 吉野谷村で引っ越しした人、いるかも知れませんね。
会 長：そうやなあ。いまのところ、聞いてないけどな．ところで、いったい何の記して

たのや。
7局長：ええと・..そうだ． 会長でも、構造主襲はわからない、ということからですよ、

説糠したのは。
会 長：そうやったかな。 まあ、ここのところ、 読んでみ。 （会長、 本を開いて7局長に

渡す）
7局長：「もちろん、このシステムは進化の産物である．「生きているシステム」の進化

が、 本来的に非決定●的なものであるとすれば、この安定性を成立させている
ル ー ルがもしあるとすれば、 そのル ー ルはずつと以前の無生物の系に具現して
いたル ー ル（物理化学法則）の可能性の限定である他はない。 そして、この可
能性の限定は、物理化学法則に背反しないが、そこからは一 意に漬繹できない、

「恣意的」なものになるに違いない。 さらにシステムはこのル ー ルを拘束条件
にして、その上に恣意的なJレ ー ルを付加して、 別の安定なシステムに変わり得
る．このような観点から見た造化の風景はネオダ ー ウィニズム的なそれとはま
ったく異なる．
柴谷篤弘や私の考える鬱造主義生物学では、このル ー ルを「構造」と呼び、こ
れを記述することを目櫃とする． もちろん我々はそれ以外の生物学の可能性を
排除しない。 さらに、 構造主義生物学は「櫃造」を外囲世界に自存する実在と
は考えないで、これを現象を理解するための仮構と考えるのである。 そもそも
私は、 法則というものが外節世界に実在するという考えを唇じない．

なんですか、これは。
会 長：わからんやろ．
7局長：わかりませんね．
会 長：わかりたいか。
7局長：べつに。
会 長：そんならええやないか．
7局長：何がええんですか．
会 長：世の中には、わからないかんことと、 わからんでもええことがあるということや。
7局長：この本は、わからんでもええことですか。
会 長：分かりたいとは思わんのやろ。

7局長：ええ。

会 長：では、この本はどこかへしまっておこう。
（かわいそうに、 この本は、 山と積まれている本棚の奥にほうりこまれてしまった）
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会 長：そうや．これ、 君に見せておかんといかん． （会長、 1枚の紙を取り出す）
7局長：「原稿大募集1 日本生物学会誌 最襲号」 ああ、この11J言ってた、会員みん

なに●かすというやつですね．
会 長：そうや．昨日編集局長補佐がつくって、 持ってきたのや．
7局長：ほんとに、 生物学会、 おしまいになるんですねえ． さびしくなるなあ．
会 長：そう思うのやったら・・・

7局長：わかってます、 みなまで言わなくても． 「お前が次の会長になれ」って言うつも
りでしょう．

会 長：その遍りや． みんなさびしがるけど、 だれもやろうとはいわんのや．
7局長：，できませんよ、こんなこと． できるの、 日本広しといえども、 会長だけですよ．
会 長：やる気がないからできんのや． 人闇、 やる気があったら、 何でもできる．
7局長：でも、 会長は鞭争中、最後までやる気だったのに、 日本が降伏したんでしょう．
会 長：おれは天皇じゃなかったからな．
7局長：会長が天皇だったら、大変ですね． 1傭玉砕してたりして．
会 長：会員全郎が玉砕鸞栖なら、 もっとつづけてもいいぞ．
7局長：大変なことになってきた． でも、 やっぱり惜しいなあ．
会 長：君はのんきなこと言ってるけど、このチラシ、 君が書いたんやぞ。 最後に何と書

いてある？
7局長： （文賣•第7●集局長】 あれっ、 ぼく、 覚えないですよ．

会 長：そりやそうだよ． 補佐が書いたんだもの．
7局長：ひどいなあ． そんなことしてもいいのですか．
会 長：なにしろ、 ペンネ ー ムでもいいということになってるから、 いかんというわけに

はいかない．．
7局長：この「第7編集局長」というのは、 ●集局畏補佐のペンネ ー ムなんですか。＾
会 長：そういうことや． でも、君にもペンネ ー ムを使う櫃利はあるんやで．
7局長：ぼくが、 ペンネームを使う・・・？
会 長：そうや。 君が「編集局長補佐」の名前で、 「原稿大募集」の広告、出せばいいの

ゃ．
7局長：その内容がちがったら、どうするんですか．
会 長：どうもせんでもいい。
7局長：会員が困るじゃないですか。
会 長：別に困らんよ。どちらか唇用できるほうにしたがって、原稿●けぱいいのやから。
7局長：会長名で、 もう 一 つ出たりして。
会 長：それもおもしろいな。 どの募集要項にいちばんたくさんくるか、 人気投襄になる

な．
（ともかく、 相当に恐ろしい学会です。 私も、 閉会に賛成したくなりました

第7編集局長）
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原稿大募集 ー・

日本生物学会誌 最終号

ついに、光輝ある日本生物学会も消減しそうです。そこで
記念に、 日本生物学会誌•最終号を出そうと思います。

最終号とはいえ、やはり特に目的があるわけでもありませ
んが、 「この際に全会員が何か書くように」と、会長より命
令が発せられたのです。生物学会に入ったばかりに、人生を
誤ってしまった人も、あるいはいるかも知れません。もしそ
んな人がいたら、 「何か 一言ずつ、会長に恨みを述べて(40
号編集後期）」も結構です。

各会員、400字詰め原稿用紙一枚以上、10月31日を締め
切りとします。 もっと長くても、もちろんかまいません。
生物科223号室まで、 届けるか送って下さい。
発行は1997年1月の予定。

なお、原稿が来ない場合には、その会員名の原稿がいずこ
からともなく現れて、知らない内に最終号に載ってしまうか
も知れないとのことです。

［文責：第7編集局長］
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